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と

株

式

の
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散

戸

公

四二一一

は

が

き

バ

i
、
ン
・
ミ

l
ン
ズ
の
所
説
と
そ
の
反
論

所
有
と
支
配
の
分
離
の
論
理
と
所
有
と
支
配
の
結
合
の
論
理

株
式
の
分
散
の
停
止
、
そ
の
一

株
式
の
分
散
の
停
止
、
そ
の
こ

む

す

び
し』ま

し

カL

き

現
代
の
大
企
業
の
支
配
者
は
誰
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、

い
ま
さ
ら
言
「
ま
で
も
な
く
、
現
代
の
企
業
な
い

し
経
営
、
さ
ら
に
は
経
済
・
社
会
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
理
解
す
る
か
の
根
本
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
代
表
的
な
見
解
で
あ
る
パ

1
リ
・
ミ
l
ン
ズ
の
所
説
を
め
ぐ
っ
て
、
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
議
が
経
営
学

、（

2
）

は
も
ち
ろ
ん
経
済
学
・
法
学
・
社
会
学
等
の
広
い
学
問
分
野
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

（

1
）

kr・
kr・
国
司
ユ
目
白
H
M
且

C
・

C
－

冨

g回
目
・
、
吋
何
回
四
冨
O門
H
O
E
C
O
与
0
2
2
0口
同
口
仏
句
『
守
丘
町
司
同
C
M
M
叩

2
u
J
S
U
N－

式
会
社
と
私
有
財
産
」

北
島
忠
男
訳
「
近
代
株

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

八
五



会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

/
六

(
2
)

パ
l
リ
・
ミ
i
ン
ズ
の
経
済
力
の
集
中
・
株
式
の
分
散
に
も
と
づ
く
経
営
者
支
配
の
成
立
の
主
張
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
最
大
二

3
0社
(
除
金
融

会
社
)
に
お
け
る
経
営
者
支
配
型
に
属
す
る
会
社
の
優
勢
を
し
め
ず
実
証
的
研
究
に
対
し
て
、
ル
ト
ス
ベ
ル
k

の
要
請
に
よ
う
て
つ
く
ら
れ
た

T
N

E
C
(叶
g
G
0
2
3
Z主目。
E
-
H
W
8
5
B
k
c
o
s
s
-
5
2
臨
時
全
国
経
済
委
員
会
)
の
調
査
は
、
お
な
じ
く
最
大
二

O
O社
を
分
析
L
、
経

営
者
支
配
で
は
な
く
所
有
者
支
配
の
優
勢
を
実
証
し
て
い
る
。

4
J
t
o
u一目立一
E
2
0
2
0『
。
巧
コ
ミ
印
ご
一
円
ニ
コ
己
石

M

C

C

E
話
。
田
ご

S
D
l
『一
E
D円
l

日日目。

CH1HMOH-白け目。ロ
w
H申
品

C

回

-
k
r
-
c
o
E
o
p
出口出向口。一血印

F
E門日常印
F
f
z
s叩
】
同
司
向
。
。
。
さ

c
g
r
z
p
5
3
平
井
泰
太
郎
・
森
昭
夫
訳
「
ピ
ズ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
1

1
ア
メ
リ
カ
企
業
の
生
態
」
で
は

T
N
E
C
調
査
に
関
説
し
な
が
ら
、
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
所
有
と
は
殆
ん
ど
異
な
る
人
の
手
中
に

あ
る
こ
と
に
疑
い
は
あ
り
え
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。

同白

5
2
F
M
E
M
M由
民
了
、
H，y
白
冨

g
担
問

2
z
-
H
N
O
S
H
E巴
c
p
H白
色
・
長
崎
惣
之
助
訳
「
経
営
者
革
命
」
に
お
い
て
は
、
パ

l
リ
が
金
融
資
本

家
を
軽
視
し
て
い
る
と
非
難
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
と
は
別
個
に
、
経
営
者
支
配
成
立
の
理
論
が
生
産
手
段
へ
の
接
近
と
い
う
観
点
か
ら
う
ち
た
て
ら

れ
て
い
る
。

HY
匂
・
ロ
ヨ
ロ
}
見
込
も
↓
町
四
司
戸
H
E
5
0同
H口
合
同
白
守
一
回
目
富
山
口
・

]
E
N
に
お
い
て
パ

l
リ
・
ミ
ン

I
ズ
の
所
説
に
ふ
れ
て
い
る
、
が
、
こ
れ
を

い
わ
ゆ
る
ド
ラ
ッ
カ
ー
理
論
の
一
部
に
包
摂
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

な
お
、
ア
メ
リ
カ
の
経
営
学
者
の
殆
ん
ど
は
、
パ

I
リ
・
ミ

l
ン
ズ
の
主
張
を
肯
定
し
て
い
る
か
に
見
う
け
ら
れ
る
o

国
・
富
田
ロ

E
F
c
g
E

HWHE山門
U
H
U
P
呂
田
白
柳
下
勇
訳
「
大
企
業
し
も
五

O
の
大
企
業
の
分
析
を
通
じ
て
、
経
営
者
支
配
論
を
の
べ
て
い
る
。

叫，

zw
玄
白
血
叩
『
口
。
。
吋
旬
。
吋
胆
汁
目
。
ロ

mwHH門同司
H
A
D
E
g
H
J・0旬
。
一
三
可
の
執
筆
に
際
し
て
理
論
的
な
支
桂
を
な
し
た

kr・
kr・
切

mw吋
-o
は
、
い
ま
あ

げ
た
書
物
の
序
文
で
問
題
を
提
起
し
本
文
で
は
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
「
会
社
は
国
家
を
支
配
す
る
も
の
か
、
或
い
は
会
社
は
国
家
に
よ
っ
て
統
制
さ

れ
る
か
」
と
い
う
残
さ
れ
た
問
題
を
追
求
し
て
、
叶

E
N
C
F
c
g
g与
の
品
目
訂
正
由
け

H
N
2
0
-
E円c
p
H
U
R
桜
井
信
行
訳
「
二
十
世
紀
資
本

主
義
革
命
」
を
書
き
、
さ
ら
に

P
=
2吋
唱
三
百
三

HUH-O匂

z
q・
5
2
加
藤
・
関
同
・
丸
尾
訳
「
財
産
な
き
支
配
」
を
だ
し
て
い
る
。

経
営
者
支
配
を
否
定
す
る
ア
メ
リ
カ
経
済
学
者
は
す
く
な
く
な
い

O
H
M
S
-
冨・

ω当
g
N
F
A門
Z
P
2
8け
白
血
呂
田

H2FHUmω

都
留
重
人

訳
「
歴
史
と
し
て
の
現
代
」
の
第
二
章
で
は
、
経
営
者
草
命
を
「
幻
想
」
で
あ
る
と
き
め
つ
け
て
い
る
。

2
2
2
]
V
2
Z
は
、
ア
メ
リ
カ
の
独
占

資
本
の
分
析
の
成
果
、
た
と
え
ば
〉
・
対
日
目

2
5
F
F
H
Z
E
C同
KFB叩
江
口
問
〉

ω
Z身

O同
E
E
D口同
-cmw℃注目に・

5
8
立
井
訳
「
ア
メ

ザ
カ
の
支
配
者
L
、

F
c
σ
2
p
w由
2
5伊
〉
印
曲
。
口
町
三
日

o
p
宗
ECUOHM-
↓
。
弘
司
・

HU印
C

等
の
研
究
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
、
経
営
者
支
配
論
の



批
判
、
所
有
者
支
配
日
金
融
資
本
支
配
の
理
論
と
実
態
の
す
ぐ
れ
た
研
究
を
、
斗
何
回
目
別

5
1
2
0時
国
山
間
何
回
吋

E
g
g
-同，
z
g
H
E
g
g
g
ι

。
匂
即
日
立

O口
O同
冨

8
8
0
Z
E
F目
C
E
Z
ι
ω
g
S
F
H
U
E
浅
尾
孝
訳
{
最
高
の
金
融
帝
国
ー
ー
ー
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
の
構
造
と
機
能
」

に
お
い
て
結
実
さ
せ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
社
会
学
者
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
司
・

H
f
k
r
H
Z
P
同

aHHmw
回
目
聞
の
何
回
目
問
中

lkr自
由
江
口
自
寸

E
ロ
ロ
由
同
日

B
a
z
D
H
Z由
民
忌

Dot

s包
-
H
U四
回
な
ど
は
経
営
者
支
配
に
肯
定
的
な
態
度
を
示
し
、
。
・

4

司
氏
関
宮
冨
E
P
A呂
田
旬
。
唱
。
吋
何
回
即
時
P

呂
田
由
鵜
飼
・
綿
貫
訳
「
パ
ワ

ー
-
エ
ソ
ー
ト
|
|
現
代
ア
メ
リ
カ
の
権
力
構
造
」
な
ど
は
、
あ
き
ら
か
に
経
営
者
支
配
に
否
定
的
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
戸
句
町
出
品
目
白
血

o
p
。
者

PAWZE句
。
崎
戸
口
。

E
号

M
J
H
C
E
は
、
巴
丘
、
〈
お
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
企
業
に
お
け
る
所

有
の
分
散
を
調
べ
、
所
有
者
支
配
の
否
定
、
経
営
者
支
配
の
肯
定
を
な
し
て
い
る
。
と
ミ
ろ
が
、
市

R
Eロ
曲
。
ロ
の
資
料
を
そ
の
ま
L
利
用
し
な
が

ら

戸

ω・
2
2
2
8
は
、
寸

F
m
F
O岡
山
口
三
回
ユ
江
田
町
田
口
広
〉

5
2
w
g
H
E
Eヰ
ア
石
田
に
お
い
て
経
営
者
支
配
を
否
定
し
、
今
度
は

更
に
詳
細
な
資
料
を
あ
つ
め
て

O
当

5
2
E
?
の
o
E
E
H
担
ロ
円
四
∞

E
g
g
o同
F
R
m刊
の

o
g
u
g
u
J
H
U
B
を
あ
ら
わ
し
、
こ
れ
に
お
い
て

所
有
者
支
配
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
冨

8
8
0
H
M
J
5
8
佐
藤
・
高
木
訳
「
独
占
」
の
著
者

ω凹
B
K
F
R
o
g三
S
F
は
、
、
吋

F
O
H同
三
宮
間

2
2白1
〉
由

E
a可
。
片
岡
円
山
仲
山
岳
盟
国

g
g
c
a
E子

5
2
の
第
一
章

2
2
9
0唱。
z
z
p
g品
。
。
ロ
可

o-
に
お
い
て
、
経
営
者
支
配
論

の
否
定
を
論
じ
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
研
究
を
み
て
み
よ
う
。
増
地
庸
治
郎
「
株
式
会
社
」
昭
和
十
二
年
は
、
ま
ず
出
資
・
経
営
・
支
配
の
概
念
を
明
確
に
す
る
こ
と

か
ら
出
発
し
て
、
お
お
む
ね
パ

I
リ
・
ミ

l
ン
ズ
の
立
場
に
た
ち
、
そ
れ
と
同
一
の
手
法
で
わ
が
国
に
お
け
る
企
業
の
株
式
の
分
散
・
支
配
の
形
態

に
つ
い
て
実
証
的
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
の
後
、
一
橋
大
学
系
統
の
学
者
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
特
に
深
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。
古
川
栄
一
教
授
は
、
「
新
経
営
者
論
」
昭
和
二
三
年

に
お
い
て
、
管
理
職
能
の
重
要
性
と
い
う
観
点
か
ら
経
営
者
支
配
の
成
立
を
主
張
し
、
山
城
章
教
授
は
「
企
業
態
制
」
昭
和
二
五
年
さ
ら
に
は
、

「
現
代
の
企
業
」
昭
和
三
十
五
年
に
お
い
て
、
経
営
者
支
配
論
を
経
営
自
主
体
論
に
ま
で
お
し
す
す
め
、
藻
利
重
隆
教
授
は
、
「
株
式
会
社
と
経
営

者
」
昭
和
二
十
三
年
に
お
い
て
山
城
教
授
の
批
判
に
か
ら
み
な
が
ら
、
「
所
有
と
経
営
の
分
離
」
と
「
資
本
と
経
営
の
分
離
」
の
二
つ
は
似
て
非
な

る
別
の
事
態
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
占
部
都
美
「
経
営
者
」
昭
和
一
一
一
一
年
は
、
ほ
ぼ
パ
l
リ
・
ミ
l
ン
ズ
と
同
じ
立
場
に
立
っ

て
、
戦
後
わ
が
国
の
企
業
の
支
配
形
態
の
実
証
的
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
経
営
学
者
に
よ
る
経
営
者
支
配
に
肯
定
的
な
著
書
、
論

文
は
数
多
い
。
た
と
え
ば
、
最
近
で
は
降
旗
武
彦
「
株
式
会
社
経
営
論
」
昭
和
三
十
五
年
は
、
戦
前
の
わ
が
国
企
業
は
資
本
的
・
人
的
関
連
か
ら
と

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

八
七



会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

l¥ 
入

ら
え
て
財
閥
支
配
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
こ
れ
が
拭
い
去
ら
れ
て
、
大
会
社
の
経
営
者
の
地
位
は
名
実
と
も
に
す
こ
ぶ
る
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
と

い
っ
て
い
る
。

経
営
者
支
配
を
否
定
す
る
論
者
も
す
く
な
く
な
い
。
経
営
者
支
配
の
否
定
・
所
有
者
支
配
の
主
張
は
、
古
く
は
中
西
寅
雄
教
授
が
「
経
営
経
済

学
」
昭
和
六
年
第
六
章
に
お
い
て
、
バ

I
リ
・
ミ

i
ン
ズ
の
主
張
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
戸

ω・
国

g
o
E
D岡
田
の
経
営
者
支
配
論
を
紹
介
し
な

が
ら
、
戸
固
ま

o
E
E岡
・
ロ

S
E
E
-ロ
Nwas--
回目回目

ω
Z品目四位
σ四
円
内
回
目
四
百
ロ
岡
田
け
叩
何
回
け
当
日
昨
日
E
口
問

ι
2
}
g
H
L
S
H
U
B
S
-
H
U
H
D
林
要

訳
「
金
融
資
本
論
」
第
七
章
株
式
会
社
に
た
っ
た
批
判
を
な
し
て
い
る
。

戦
後
に
お
い
て
は
、
馬
場
克
三
「
新
経
営
者
論
批
判
」
'
経
営
評
論
第
三
巻
第
七
号
、
古
林
喜
楽
「
経
営
経
済
学
」
昭
和
二
十
五
年
・
第
七
章
新
経

営
者
論
、
岡
村
正
人
「
株
式
会
社
金
融
の
研
究
」
昭
和
三
十
三
年
第
四
編
「
株
式
会
社
金
融
と
企
業
支
配
」
、
伊
藤
淳
己
「
株
式
会
社
に
お
け
る
資

本
支
配
」
，
大
阪
市
大
「
経
営
研
究
」
第
一
号
、
北
川
宗
蔵
「
経
営
学
の
本
質
お
よ
び
類
型
に
関
す
る
基
本
的
考
察
」
大
阪
市
大
「
経
営
研
究
」
第
十

二
号
な
ど
は
、
い
づ
れ
も
多
少
の
差
は
あ
る
が
、
株
式
の
分
散
は
大
株
主
の
持
株
比
率
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
絶
対
額
の
巨
大
化
と
群
小
株
主
の

議
決
権
の
拠
棄
に
よ
り
所
有
者
支
配
の
ゆ
る
が
ぬ
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

上
林
貞
治
郎
・
井
上
清
「
工
業
の
経
済
理
論
」
昭
和
三
十
二
年
第
七
章
お
よ
び
上
林
貞
治
郎
「
現
代
企
業
と
お
け
る
資
本
・
経
営
・
技
術
」
は
、

バ
1
リ
・
ミ
i
ン
ズ
の
叙
述
に
密
着
し
た
批
判
と
経
営
者
支
配
の
典
型
的
な
会
社
と
さ
れ
て
い
る
A
T
&
T
(
ア
メ
リ
カ
電
信
電
話
会
社
)
を
そ
ル

ガ
ン
支
配
で
あ
る
と

Z
・
H
F
U白
色
由
民

8
・
〉
叶
，
b
J
F
け
冒
自
由
吉
弘
司

a
E
a
H
H
aユ
巴
口
Oロ
A
5
2・
5
u
u
に
よ
り
な
が
ら
F

主
張
し
、
さ
ら
に
T

N
E
C
調
査
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
最
近
で
は
片
山
伍
一
「
ア
メ
リ
カ
株
式
会
社
に
お
け
る
経
営
者
報
酬
の
問
題
」
九
大
「
経
済
学
研
究
」
第
二
十
三
巻
第
二
号
は
経
営
者
報

酬
の
面
か
ら
こ
の
間
題
に
接
近
し
た
力
作
で
あ
り
、
前
川
享
一
寸
株
式
会
社
の
構
造
変
化
と
支
配
機
構
の
発
展
」
同
志
社
商
学
第
十
三
巻
第
三
号
は

前
掲
戸

ω員
四
割

E
E
R
8
9
↓Z
F
o
m山口

O片
岡
弘
広
島

g
品
K
F
S
R
K
g
E且
ロ
回
付
与
を
紹
介
し
な
が
ら
所
有
者
支
配
を
主
張
し
て
い
る

し
植
村
省
二
一
「
株
式
会
社
論
の
新
し
い
傾
向
」
立
命
館
経
済
学
第
九
巻
三
号
は
、
〉
・

krωOHH0・
2
項
目
吋
呈
岳

o
E
H
J
O
U
R
q
の
批
判
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。

経
済
学
者
で
株
式
会
社
に
お
け
る
支
配
の
問
題
を
論
じ
た
も
の
で
、
経
営
者
支
配
の
成
立
を
論
じ
た
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
古
賀
英
正
「
支
配
集

中
論
」
昭
和
二
十
七
年
は
株
式
会
社
を
支
配
集
中
の
機
構
と
と
ら
え
、
所
有
者
支
配
の
論
理
の
体
系
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
、
川
合
一
郎
「
資
本

と
信
用
」
昭
和
二
十
九
年
第
四
編
「
株
式
会
社
」
は
株
式
会
社
を
支
配
株
主
に
よ
る
他
人
の
資
本
の
自
己
資
本
化
の
機
構
と
と
ら
え
、
鎌
田
正
三



「
ア
メ
リ
カ
の
独
企
占
業
」
昭
和
三
十
一
年
、
武
山
泰
雄
「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
構
造
」
昭
和
三
十
三
年
は
ア
メ
リ
カ
大
企
業
の
所
有
者
支
配
H

金
融
資
本
家
支
配
の
研
究
で
あ
り
、
久
我
伸
太
郎
「
現
代
資
本
家
論
」
昭
和
三
十
四
年
は
わ
が
国
大
企
業
に
お
け
る
所
有
者
支
配
を
論
じ
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
越
村
信
三
郎
「
最
近
の
独
占
研
究
」
昭
和
三
十
四
年
お
よ
び
最
近
で
は
金
田
重
喜
「
い
わ
ゆ
る
人
民
資
本
主
蓑
論
と
現
代
資
本
主
義
の

真
実
」
東
北
大
学
研
究
年
版
経
済
学
六
三
号
は
い
ず
れ
も
バ

l
リ
・
ミ
l
ン
ズ
批
判
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
広
瀬
雄
一
「
我
が
国
に
於
け
る
株
式
会

社
支
配
|
|
特
に
主
要
産
業
部
門
最
大
級
二

O
O社
の
十
大
株
主
の
分
析
を
通
じ
て
」
大
阪
市
大
「
経
済
学
雑
誌
」
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
号
は
、

戦
後
わ
が
国
大
企
業
の
支
配
に
関
す
る
丹
念
な
実
証
的
研
究
で
あ
る
。
津
谷
彰
一
「
大
企
業
に
お
け
る
株
式
所
有
」
宇
野
弘
蔵
先
生
還
暦
記
念
論
文

集
・
マ
ル
ク
ス
経
済
学
下
巻
所
収
は
わ
が
国
大
企
業
の
戦
後
の
株
式
所
有
構
造
の
実
証
的
研
究
で
あ
る
。

法
学
者
と
く
に
商
法
学
者
の
多
く
が
こ
の
問
題
に
ふ
れ
て
い
る
。
竹
内
敏
夫
「
企
業
法
概
論
」
な
ど
は
所
有
者
支
配
の
立
場
に
立
ち
、
松
波
港
三

郎
「
改
正
株
式
会
社
法
と
経
営
者
支
配
」
法
学
志
林
第
四
八
巻
第
二
号
な
ど
は
経
営
者
支
配
肯
定
の
立
場
に
た
っ
て
い
る
。
大
隅
健
一
郎
「
株
式
会

社
法
変
遷
論
」
昭
二
八
年
も
経
営
者
支
配
を
認
め
て
い
る
。
中
村
一
彦
「
経
営
者
支
配
の
法
的
研
究
」
昭
和
三
十
六
年
は
書
名
の
示
す
と
お
り
の
書

物
で
あ
る
。

以
上
の
も
の
は
、
若
干
の
例
外
を
の
ぞ
き
パ

I
リ
・
ミ
I
ン
ズ
に
直
接
に
言
及
し
た
も
の
に
か
ぎ
っ
た
。
し
か
も
筆
者
の
眼
に
ふ
れ
た
も
の
の
一

部
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
文
献
は
、
ま
さ
に
汗
牛
充
棟
の
形
容
詞
が
ふ
さ
わ
し
い
。

わ
た
く
し
が
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
こ
の
問
題
の
全
般
で
は
な
い
。
バ

l
リ
・
ミ

l
ン
ズ
が
そ
の
点

と
こ
ろ
で
、

を
も
っ
て
経
営
者
支
配
の
根
拠
と
し
、

か
つ
ま
た
わ
が
国
の
経
営
学
者
が
そ
の
点
を
も
っ
て
所
有
者
支
配
を
主
張
し
て
い
る
「
株
式
の
分

散
」
そ
の
も
の
を
、

い
ま
す
こ
し
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
パ

l
リ
・
ミ

l
ン
ズ
は
、
現
代
大
企
業
に
お
け
る
支
配
に
関
し
て
、
経
済
力
の
集
中
・
株
式
の
分
散
を
基
礎
と
し

て
、
財
産
の
変
革
を
と
き
、
所
有
者
支
配
の
消
滅
・
経
営
者
支
配
の
成
立
を
論
じ
て
い
お
w

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

八
九



会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

九。

〈

1
〉
パ
!
リ
ミ
l
ン
ズ
の
こ
の
理
論
の
前
駅
に
は
寸
F
0
2け
命
日
ロ
〈
⑦
ず

]op
叶
町
四
吋
げ

2
3
0内
回
日
出
向
口
白
曲
目
開
口

Z
J
ュ8
・
H
U
O
仏
が
あ
り
、

ベ
ブ
レ

γ
は
近
代
株
式
会
社
に
お
け
る
所
有
・
財
産
の
変
化
・
グ
ッ
ド
ウ
イ
ル
の
成
立
、
主
で
し
て
「
産
業
設
備
の
支
配
と
所
有
と
の
聞
に
徹
底
せ
る

分
離
を
来
す
結
栄
と
な
る
」
と
い
っ
て
い
る
o

グ
ッ
ド
ウ
イ
ル
の
理
論
を
更
に
発
展
さ
せ
た
も
の
に
戸
戸

c
o
g
E
Cロ
P
F
ι
5
H
H
E
H
会
己
主
l

考
古
・

5
5
な
ど
が
あ
る
。
株
式
の
分
散
に
よ
る
経
営
者
支
配
に
つ
い
て
は
、
戸

ω
・
切
さ
D
昨日ロ官
-
H
P
門
吉
田
け
ユ
巳

c
d
q
D
白
Z
E
D
-ロ由

2
8

0白
山
口
富
山
田
口
口
{
何
日
由
日
間
口
日
同
山
口
山
田
口
口

0・
区
間
は
株
式
の
大
衆
所
有
、
経
常
者
支
配
大
企
業
の

U
O
B
0
2
m
E
N
Z
E
E
Zミ
化
を
主
張
し
た
。

パ
1
リ
・
ミ

l
ン
ズ
は
、
現
代
株
式
会
社
に
お
け
る
支
配
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
会
社
の
諸
活
動
に
関
す
る
指
揮
は
取
締
役
会
を
通
じ

て
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
、
取
締
役
会
(
ま
た
は
過
半
数
の
取
締
役
〉
を
愚
出
す
る
実
際
的
な
権
直
を
い
み
し
、
そ
の
権
限
を
掌
中
に
し
て

い
る
個
人
ま
た
は
集
団
を
支
配
者
L

と
概
念
づ
け
る
。
そ
し
て
、
こ
の
支
配
の
概
念
に
も
と
づ
い
て
、
株
式
の
分
散
が
な
さ
れ
ず
、
所
有

が
殆
ん
ど
個
人
ま
た
は
少
数
集
団
に
集
中
せ
ら
れ
て
い
る
段
階
か
ら
、
株
式
の
分
散
が
進
行
し
、

は
て
は
、
大
株
主
の
持
株
比
率
が
極
く

わ
ず
か
で
と
る
に
た
ら
ぬ
段
階
に
い
た
る
ま
で
の
支
配
の
形
態
を
五
つ
の
型
と
し
て
う
ち
だ
し
、
所
有
者
支
配
か
ら
経
営
者
支
配
へ
の
推

転
を
論
じ
る
。

付

完
全
所
有
支
配
色
。
三
円
。

H
S
E
E
m
F
巳
目
。
巴

g
B
U
Z
Z
0
4
3
0円
ω
E
U
)

一
人
ま
た
は
少
数
の
集
出
が
、
既
発
行
株
式
の
全
部
ま
た
は
殆
ん
ど
全
部
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
を
支
配
す
る
。
所
有
と
支

配
と
は
い
ま
だ
分
離
し
て
い
な
い
。

t:) 

過
半
数
支
配
♀
片
山
吉
ユ

3
1
S
E
E
d

一
人
ま
た
は
少
数
の
集
団
が
、
過
半
数
の
株
式
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
を
支
配
す
る
。
所
有
と
支
配
の
分
離
の
第
一
段
階
で

あ
る
。
支
配
者
で
あ
る

λ
株
主
に
と
っ
て
は
所
有
と
支
配
と
は
分
離
し
て
い
な
い
が
、
群
少
株
主
に
と
っ
て
は
所
有
と
支
配
は
分
離
す
る
。

国]一

法
的
手
段
に
よ
る
支
配
(
。
。
己
叶

c
-
5
2
E
m
}岡
山

-ompH
門凶
o
i
g
)



過
半
数
の
株
式
所
有
な
し
に
含
社
の
支
配
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
法
律
的
手
段
が
生
み
だ
き
れ
た
。
持
株
会
社
に
よ
る

ピ
ラ
ミ
ッ
ト
型
の
つ
み
重
ね
、
無
議
決
権
株
の
利
用
、
議
決
特
権
株
の
発
行
所
有
、
議
決
権
信
託
の
設
立
等
に
よ
り
、
過
半
数
の
議
決
権

を
掌
握
し
、
支
配
す
る
。
所
有
と
支
配
の
分
離
は
、
量
的
に
も
質
的
に
も
一
一
層
す
す
ん
で
い
る
。

凶

少
数
支
配
(
宮
山
口
。
ュ

2
1
8己吋
OHV

一
人
ま
た
は
少
数
の
集
問
が
、
少
数
の
株
式
の
一
明
有
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
決
権
の
過
半
数
に
達
す
る
委
任
状
を
集
め
る
能
力
を
も
っ

こ
と
に
よ
っ
て
、
会
社
を
支
配
す
る
。
株
、
式
の
高
度
の
分
散
に
も
と
づ
い
て
少
数
支
配
ほ
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
り
、
所
有
と
支
配
は
高

度
に
分
離
し
て
い
る
が
、

な
お
少
数
支
配
者
に
お
い
て
の
み
結
合
し
て
い
る
。

伺

経
営
者
支
配
(
宮
包
括

O
B
O
E
B
E
g
-
)

株
式
の
所
有
が
さ
ら
に
一
層
分
散
さ
れ
、
最
大
株
主
で
さ
え
ご
く
僅
か
の
持
株
比
率
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
ぐ
な
っ
て
く
る
と
、
株
式
所

有
に
よ
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
核
と
し
て
支
配
に
必
要
な
過
半
数
の
議
決
権
の
委
任
状
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
こ
に
株
式

の
所
有
に
も
と
づ
か
な
い
支
配
者
で
あ
る
経
営
者
に
よ
る
支
配
が
成
立
し
、
所
有
と
支
配
は
完
全
に
分
離
す
る
。

以
上
の
五
つ
の
型
を
、
大
株
主
の
持
株
比
一
本
を
だ
い
た
い
完
全
所
布
支
配
を
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
多
数
支
配
を
五

O
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
、
少
数
支
配
を
一
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
経
営
者
支
配
を
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
正
し
て
、

一
九
三

O
年
初
頭
ア
メ
リ
カ
最
大
二

O

。
社
(
除
金
融
会
社
)
を
と
っ
て
分
類
し
た
結
果
、
左
の
数
字
を
え
て
い
る
ο

会
社
数
に
対
す
る
割
合

富
に
対
す
る
割
合

経

営

者

支

配

四
四
%

五
八
Mm

法

律

的

士又

首日

二
一
%

ρノ
70 

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

ブL



会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

九

少

数

支

配

二
一
二
%

四
% 

過

半

数

支

配

五
% 

弘

個

人

所

有

士又

配

六
%

四
% 

管
財
人
の
手
に
あ
る
も
の

% 

ネ
グ
リ
ジ
ヴ
ル

計

一O
O
M
m

一O
O
%

こ
の
数
字
は
、

ア
メ
リ
カ
最
大
の
二

O
O社
の
う
ち
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
る
会
社
は
す
で
に
所
有
者
支
配
か
ら
脱
し
て
、
経
営
者

が
支
配
し
て
い
る
会
社
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
し
か
も
、
株
式
の
分
散
は
、
経
済
力
の
集
中
に
と
も
な
っ
て
生
れ
た
も

る
。
だ
か
ら
、
今
後
、

の
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
た
J

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
経
済
力
の
集
中
な
ら
び
に
株
式
の
分
散
は
継
続
的
な
事
実
で
あ

ま
す
ま
す
、
所
有
者
支
配
の
会
社
数
が
減
少
し
、
経
営
者
支
配
の
会
社
が
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
完

有
者
・
従
業
員
・
消
費
者
に
た
レ
し
て
責
任
を
も
ち
、

全
所
有
支
配
の
個
人
会
社
H
U
H
-
-
4
m
w
件
。
。
。

G
R
E
Eロ
の
多
数
が
利
潤
追
求
し
な
が
ら
競
争
的
集
団
を
形
づ
く
っ
て
い
る
社
会
か
ら
、
所

。ロ
mw
曲
一
句
ロ
σロの

利
潤
追
求
性
格
を
払
拭
し
た
経
営
者
支
配
の
準
公
的
会
社

わ

O
門司。円

E
Z
D
の
社
会
へ
と
会
社
革
命
。

0
3
2
E
Zロ
担
当

o
E
t
oロ
が
静
か
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
。
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
上
述
の
バ

l
リ
・
ミ

i
ン
ズ
の
所
説
に
た
い
し
て
、
経
営
者
支
配
の
成
立
を
否
定
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、

り
・
ミ

i
ン
ズ
が
経
営
者
支
配
成
立
の
基
礎
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
経
済
力
の
集
市
)
・
株
式
の
分
散
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
ま
L
肯
定
さ

ノ、

れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
経
済
力
の
集
中
・
株
式
の
分
散
と
あ
い
伴
う
経
営
の
大
規
模
化
に
よ
っ
て
経
営
管
理
機
能
が
複
雑
化
・
重
要

化
す
る
こ
と
か
ら
、
所
有
者
U
出
資
者
と
経
営
者
と
が
人
格
的
に
分
離
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
出
資
と
経
営
の
分

離
の
事
実
も
等
し
く
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
所
有
、
経
営
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
支
配
と
い
う
用
語
の
使
い
方
に
お
い
て



も
、
大
体
同
じ
よ
う
な
意
味
・
内
容
を
も
っ
た
概
念
と
し
て
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
。

(

1

)

バ
i
リ
・
ミ

l
ン
ス
の
経
済
力
の
集
中
進
展
論
に
た
い
し
て
(
汁
巧

R
E
P
Z
E
Z
F
吋
宮
同

M22け
む
間
同
町
ユ

2
1
z
o
室
。
ロ

03-同
日
ロ

仲町由

CPHZιω
け巳

2
H∞3
i
s
s
-
H唱
団
同
等
の
独
占
衰
退
論
が
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
(
論
理
・
資
料
)
か
ら
批
判
せ
ら
れ
て
い
る
。

経
済
力
の
集
中
す
な
わ
ち
独
占
の
進
展
化
傾
向
は
容
認
せ
ら
れ
る
事
実
と
し
て
よ
い
。

(

2

)

支
配
、
な
ら
び
に
出
資
・
経
営
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
増
地
教
授
の
規
定
が
わ
が
国
に
お
い
て
一
般
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ハ
ロ
出
資
〈
C
O口骨片山
E
2
0
P
同
名
目
円
巳
ず
叩
け
由
三
四
戸
H
M
m

む
と
は
経
営
経
済
に
お
け
る
第
一
次
的
危
険
を
負
担
し
か
っ
原
則
と
し
て
、
返
還
時
期
の
一

定
め
ら
れ
な
い
資
本
の
醸
出
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
か
く
の
如
き
出
資
を
な
す
も
の
が
出
資
者
で
あ
り
、
そ
の
資
本
が
出
資
者
資
本
で
あ

る
。
こ
の
出
資
者
資
本
に
対
立
す
る
も
の
が
債
権
者
資
本
で
あ
っ
て
、
貸
付
信
用
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

同
経
営
(
ま
た
は
管
理
)
(
云

g
品
O
B
O
E
-
F
a
t
s問
。

ι・
ぐ
叩
門
司
回
目

Z
ロ
間
)
と
は
、
現
実
に
経
営
経
済
の
活
動
を
指
揮
す
る
こ
と
を
意
味

し
、
こ
の
任
務
を
担
当
す
る
も
の
が
経
営
者
で
あ
る
。
し
か
し
て
現
実
に
経
営
活
動
を
指
揮
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
日
常
経
営
活
動
の
実

務
を
担
当
す
る
こ
と
の
み
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
経
営
活
動
に
関
す
る
重
要
事
項
の
決
定
に
参
与
す
る
こ
と
も
包
含
す
る
。
す
な
わ
ち
執
行
の
み

な
ら
ず
決
議
を
も
含
む
。

同

支

配

(
C
o
pけHo--

出
品
可
可
国
各
戸
時
ご
と
は
右
の
経
営
者
を
左
右
す
る
機
能
を
い
う
o

具
体
的
に
い
え
ば
経
営
者
の
任
免
権
で
あ
る
が
、
更
に

経
営
経
済
に
根
本
的
変
化
合
}
与
え
る
よ
う
な
事
項
、
す
な
わ
ち
解
散
・
合
併
な
門
ど
に
つ
い
て
の
最
終
決
定
権
を
も
包
含
す
る
。
か
か
る
支
配
の
権
能

を
有
す
る
も
の
が
支
配
者
で
あ
る
o

こ
こ
に
い
う
支
配
は
、
統
制
・
干
渉
・
監
督
と
は
別
箇
の
も
の
で
あ
る
」
(
増
地
「
株
式
会
社
」
五
-
一
1
1
1
1
1
6

五
三
頁
)

ゴ
ー
ド
ン
は
、
「
支
配
と
い
う
言
葉
は
余
り
に
も
溢
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
正
確
に
定
義
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
い
、
「
企
業
を
組
織
し

指
導
す
る
職
能
で
あ
り
、
経
営
の
諸
活
動
の
進
路
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
諸
決
定
を
な
す
職
能
」
と
彼
の
規
定
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
対
し
て
、
支
配
を
「
積
極
的
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
で
は
な
く
、
経
営
者
を
選
任
、
な
い
し
改
任
す
る
カ
の
所
有
と
定
義
し
て
さ
し
っ
か
え

な
い
だ
ら
う
」
と
し
て
い
る
。
吋
・
〉
-
C同
a
o
p
回口出回国司師印

FO胆門同四円曲目岡山ヲロ
HEMU-H1N・

藻
利
教
授
は
、
支
配
に
つ
い
て
、
支
配
の
機
能
の
発
揮
(
現
実
的
支
配
)
と
そ
の
前
提
と
し
て
の
支
配
力
(
滞
在
的
支
配
)
と
の
区
別
を
指
摘
さ

れ
(
藻
利
「
前
掲
童
百
」
第
二
章
注
3
1
河
村
教
授
も
「
必
要
に
応
じ
て
い
つ
で
も
顕
在
的
支
配
に
転
化
し
う
る
性
質
の
も
の
」
で
あ
る
潜
在
的
支

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

九



会
社
支
配
と
株
式
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分
散

九
四

配
を
重
視
し
て
お
ら
れ
る
。
(
岡
村
「
前
掲
書
」
三
八
Q
頁)。

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ

l
パ
ー
は
、
「
支
配
と
い
う
の
は
挙
示
し
う
る
一
群
の
人
々
を
特
殊
な
ま
た
は
す
べ
て
の
命
令
に
服
従
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
の
こ

と
で
あ
る
L

と
定
義
し
、
そ
れ
は
、
「
従
順
性
の
種
々
さ
ま
ざ
ま
な
動
機
に
も
と
や
つ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
支
配
日
服
従
の
正
当
性
の
根
拠

に
よ
り
、
完
全
に
純
粋
な
型
と
し
て
コ
一
つ
の
も
の
」
合
法
的
支
配
・
伝
統
的
支
配
・
カ
リ
ス
マ
的
支
配
を
あ
げ
て
い
る
o

沼
恒
何
者
。

E
F
当日吋け

印
}
岡
弘
け
口
出
血
I
C
O曲
目
己
申
ロ
『
胆
片
付
.

C

円
ロ
ロ

ι片
山
田
師
会
肖

ω
D
N
U
H
O
W
C口
CHHH
日F
H
U
N
印
.
列
者
・
田
口
日
目
、
吋
山
、
匂
自
白
血

2
出
。
叶
門
田
口
何
回
目
コ
浜
島
朗
訳

「
権
力
と
支
配
」
関
与
・
同
・

ω
O
N山
O
H
O岡
山

由

宏

司

同

R

E

H
岡
田
片
付
吠
良
晃
志
郎
訳
「
支
配
の
社
会
学
」
ウ
エ
バ
ー
の
こ
の
よ
う
な
支
配
の
杷
松
と

経
営
学
で
と
ら
え
る
支
配
の
概
念
と
の
関
連
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
ら
よ
い
で
あ
ら
う
か
。
命
令
・
服
従
関
係
と
支
配
・
被
十
人
配
の
関
係
は
具
な

る
の
で
は
な
い
か
。

で
は
、
経
営
者
支
配
の
成
立
を
否
定
す
る
論
者
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
で
あ
ら
う
か
。
経
済
力
の
集
中
・
株
式
の
分
散
は
事
実
で

あ
る
。
企
業
規
模
の
拡
大
、
資
本
金
日
株
式
数
の
増
大
と
と
も
に
、
株
主
数
は
増
加
し
、
総
株
式
数
に
対
す
る
大
株
主
の
持
株
比
率
の
低

下
は
生
ず
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
大
株
主
の
持
株
比
率
の
低
下
は
、
そ
の
ま
L
所
有
者
支
配
の
後
退
・
消
滅
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

ぃ
。
た
し
か
に
群
小
株
主
た
ち
に
と
っ
て
は
、
経
営
・
支
配
に
つ
い
て
は
無
関
心
で
あ
り
、
彼
等
は
議
決
権
め
一
行
使
に
何
等
の
意
欲
を
も

た
な
い
。
彼
等
が
関
心
を
も
つ
の
は
、
株
価
の
上
下
、
配
当
の
高
低
に
す
ぎ
ず
、
彼
等
に
あ
っ
て
所
有
と
支
配
と
は
分
離
し
て
い
る
。
し

か
し
、
巨
大
株
主
に
と
っ
て
は
、
総
株
式
数
に
対
す
る
彼
等
の
持
株
比
率
、
相
対
額
は
た
γ
レ
か
に
減
少
す
る
と
し
て
も
、

そ
の
絶
対
額
は

減
少
す
る
も
の
で
は
な
く
、
持
株
比
率
・
相
対
績
は
減
少
し
な
が
ら
も
絶
対
額
は
逆
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
の
額
は
実
に
巨
大

か
ら
連
絡
は
と
り
や
す
い
。
こ
の
よ
う
に
、

株
主
が
存
在
し
、
彼
等
の
数
が
増
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
他
方
、
巨
大
な
絶
対
額
を
所
有
す
る
大
株
主
の
経
醤
、
支
配
へ
の
意
欲
は
、
現

な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
彼
等
巨
大
株
主
が
、
経
営
や
支
配
に
関
心
を
も
つ
の
は
当
然
で
あ
り
、
し
か
も
、
巨
大
株
主
は
少
数
で
あ
る

一
方
に
お
い
て
、
経
営
や
支
配
に
意
欲
を
も
た
ず
議
決
権
の
行
使
に
関
心
を
も
た
な
い
群
小

実
化
せ
ら
れ
、
増
強
化
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
出
資
H
所
有
者
と
経
営
者
と
の
人
格
的
分
離
、
出
資
と
経
世
の
分
離
は
巨
大
株



ハ
a
g
v

主
に
お
い
て
も
現
出
す
る
傾
向
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

(
3
)

株
式
所
有
の
動
機
・
目
的
よ
り
・
株
主
は
投
資
株
主
(
〉
包
括

g富山
O
ロ
曲
る
と
投
機
株
主
〈

8
0
E
a
z
E
E目
。
ロ
曲
。
、
お
よ
び
企
業
者
株

主

(
C
E
R
S
F
B負
担

-aoロ
陣
る
に
分
類
せ
ら
れ
、

HUNN
以
来
何
世
H
E
Eロ
等
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
よ
り
一
般
化
し
て
い
る
が
、
岡
村
教
授

は
「
こ
の
よ
う
な
三
者
の
分
類
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
投
資
株
主
と
い
え
ど
も
投
機
的
性
格
を
包
含
す
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、
事
業
株
主
は
投

機
的
性
格
を
多
分
に
担
う
こ
と
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
投
機
を
容
易
に
し
か
も
有
利
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
地
位
に
あ
る
」
と
批
判
し
て
お
ら
れ
る
。

〈4
〉
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
上
に
、
馬
場
・
古
林
・
北
川
・
岡
村
・
伊
藤
諸
教
授
の
従
来
の
経
営
者
支
配
否
定
論
者
の
す
べ
て
は
立
っ
て
い
る
。

な
お
、
上
林
貞
治
郎
教
授
の
「
現
代
企
業
に
お
け
る
資
本
技
術
経
営
」
は
、
バ

I
リ
・
ミ
l
ン
ズ
の
実
証
的
側
面
に
対
応
し
て
、
パ

l
リ
・
ミ
l

ン
ズ
の
研
究
の
結
果
経
営
者
支
配
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
企
業
の
殆
ん
ど
は
、
よ
り
精
し
く
し
ら
べ
て
み
れ
ば
、
所
有
資
本
家
U
金
融
資
本
家
が
い

て
そ
の
支
配
下
に
あ
る
と
い
う
反
対
資
料
を
ぶ
っ
つ
け
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
反
論
は
、
パ

l
リ
・
ミ

I
ン
ズ
の
所
論
を
く
つ
が
え
す
の
に
、

は
た
し
て
充
分
で
あ
ら
う
か
。
経
営
・
支
配
へ
の
関
心
を
も
た

ぬ
群
小
株
主
の
増
加
と
持
株
比
率
は
少
な
い
が
巨
大
な
絶
対
類
を
基
礎
と
し
て
経
営
・
支
配
え
の
意
欲
を
も
っ
大
株
主
の
存
在
に
よ
る
所

有
者
支
配
の
主
張
に
対
し
て
、
バ

l
リ
・
ミ
ン
ズ
の
所
説
は
何
等
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
バ

l
リ
・
ミ
l
ン

ズ
の
支
配
の
発
達
の
五
つ
の
形
態
の
第
四
の
型
で
あ
る
少
数
支
配
に
相
当
す
る
も
の
を
と
り
た
て
て
主
張
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
事
実
、
バ

I
リ
・
ミ

l
ン
ズ
は
、
少
数
支
配
の
成
立
の
基
礎
と
し
で
、
右
の
反
論
と
同
様
な
こ
と
を
論
じ

て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
少
数
支
配
の
成
立
は
、
株
式
の
分
散
(
「
会
社
が
比
較
的
小
規
模
で
、
株
主
数
も
多
く
な
い
場
合
に
は
、

少
数
持
株
支
配
の
維
持
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
」
〉
、
巨
大
株
主
の
持
株
比
率
は
減
少
し
て
も
絶
対
額
は
巨
大
で
あ
る
こ
と

(
「
議
決
権
の

過
半
数
を
集
合
せ
し
め
る
核
心
と
し
て
働
ら
く
に
充
分
な
株
式
保
有
」
)
、
群
小
株
主
の
経
営
・
支
配
え
の
無
関
心

(
「
小
株
主
の
一
般
的

関
心
の
程
度
は
、
自
分
の
委
任
状
用
紙
を
出
し
忘
れ
る
か
、
ま
た
は
点
線
の
上
に
署
名
だ
け
し
て
、
そ
の
白
紙
委
任
状
を
会
社
の
事
務
所

に
返
送
す
る
・
ぐ
ら
い
で
あ
る
」
〉

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
、
ま
っ
た
く
同
じ
趣
旨
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

九
五



会
社
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配
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株
式
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分
散

九
ノ¥

て
、
経
営
者
支
配
の
成
立
否
定
の
論
者
の
所
説
は
、
何
等
、
パ

I
リ
・
ミ
i
ン
ズ
の
批
判
に
な
っ
て
い
な
い
で
、

n-s-
、士、

1

ノ
ミ
、

争
j

ヂ
J

ノ

T
i
v
b

ミ

ン
ズ
の
一
言
う
支
配
の
第
四
の
形
態
た
る
少
数
支
配
を
あ
ら
た
め
て
説
明
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
と
さ
れ
な
い
だ
ら
う
か
。

パ
1
リ
・
ミ

i
ン
ズ
は
、
く
り
か
え
し
主
張
す
る
で
あ
ら
う
。
少
数
支
配
の
段
階
か
ら
、
更
に
一
そ
う
株
式
が
分
散
し
、
所
有
が
あ
ま

り
に
も
広
く
分
散
さ
れ
た
た
め
に
、
会
社
の
諸
活
動
を
支
配
す
る
に
充
分
な
だ
け
の
株
式
を
所
有
す
る
個
人
ま
た
は
少
数
の
グ
ル
ー
プ
の

存
在
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
こ
の
場
合
に
経
営
者
支
配
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
巨
大
株
主
と
い
え
ど
も
、
持
株
比
率
が
あ
ま
り
に
も
す

く
な
く
な
る
の
で
、
経
営
者
お
よ
び
経
営
に
た
い
し
て
支
配
力
を
ふ
る
お
う
に
も
、
彼
は
、
経
営
者
が
現
在
経
営
者
で
あ
る
と
い
う
有
利

な
地
位
を
利
用
し
て
集
め
う
る
群
小
株
主
の
委
任
状
の
数
以
上
の
委
任
状
を
あ
つ
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
株
式
会
社

の
最
高
意
志
決
定
機
関
で
あ
る
株
主
総
会
の
決
議
を
左
右
す
る
委
任
状
斗
争
同
M

円。M門
吋
明
日

mHFけ

に
お
い
て
、
少
数
者
支
配
の
段
階
で
は

大
株
主
が
勝
っ
て
い
た
の
に
、
こ
の
段
階
に
な
る
と
大
株
主
は
敗
北
し
、
経
営
者
は
勝
利
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
か
く
し
て
、
経
営
者

は
株
式
の
所
有
に
も
と
づ
か
な
い
で
、
彼
は
経
営
者
の
任
免
お
よ
び
会
社
の
最
高
方
針
の
決
定
に
対
し
て
こ
れ
を
左
右
す
る
権
樫
を
も
っ

よ
う
に
な
る
。
こ
の
段
階
に
お
け
る
支
配
の
形
態
を
経
営
者
支
配
と
い
い
、
所
有
と
経
営
・
支
配
は
完
全
に
分
離
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
経
済
力
の
集
中
・
株
式
の
分
散
は
継
続
的
な
過
程
で
あ
る
か
ら
、
経
営
者
支
配
の
会
社
は
ま
す
ま
す
増
加
し
、
経
営
者
支
配
の

会
社
H
準
公
的
会
社
に
よ
勺
て
な
り
た
つ
社
会
え
現
在
し
づ
か
な
革
命
が
進
行
中
で
あ
る
、
と
c

そ
れ
は
独
自
の
足
で
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
群
少
株
主
の
議
決
権
の
上
に
立
つ
も
の

で
あ
る
以
上
、
や
は
り
出
資
者
支
配
ド
所
有
者
支
配
に
は
か
わ
り
は
な
い
」
と
い
う
議
論
ゃ
、
あ
る
い
は
「
経
営
者
支
配
は
起
こ
り
え
な

こ
れ
に
対
し
て
、

「
経
営
者
支
配
と
い
っ
て
も
、

い
の
で
あ
る
が
か
り
に
所
有
者
の
支
配
が
実
際
に
後
退
し
、
経
営
者
支
配
が
あ
ら
わ
れ
た
と
し
て
も
、
経
営
者
は
資
本
家
と
か
わ
っ
て
資
本

の
運
営
に
あ
た
る
こ
と
に
は
か
わ
り
は
な
く
、
資
本
家
と
経
営
者
の
聞
に
本
質
的
分
裂
は
な
い
」
と
い
っ
た
議
論
を
た
て
た
と
し
て
も
、



そ
の
こ
と
自
体
は
間
違
い
で
は
な
い
が
、
バ
1
リ
・
ミ

I
ン
ズ
の
批
判
と
し
て
は
、
有
力
な
も
の
と
は
い
え
伝
い
。

(

5

)

 

(

6

)

 

伊
藤
淳
己
「
前
掲
論
文
」
二
五
頁

古
林
喜
楽
「
前
掲
書
」
一
七
七
頁

そ
れ
で
は
、
バ
l
リ
・
ミ
l
ン
ズ
の
主
張
す
る
支
配
の
第
五
の
段
階
で
あ
る
経
営
者
支
配
は
、

は
た
し
て
、
成
立
す
る
も
の
で
あ
ら
う

カミ。
パ
1
リ
・
ミ
l
ン
ズ
は
、
所
有
の
分
散
に
よ
っ
て
、
財
産
の
変
革
が
生
じ
、
財
産
の
所
有
と
そ
の
処
分
H
支
配
の
分
離
が
お
こ
り
、
そ

し
て
経
営
者
支
配
が
成
立
す
る
と
い
う
論
理
の
運
び
を
し
て
い
る
。
所
有
が
分
散
し
て
い
な
い
と
き
は
、
富
リ
財
産
は
所
有
者
が
自
由
に

処
分
し
、
利
用
す
る
、
す
な
わ
ち
支
配
す
る
こ
と
の
で
き
る
具
体
的
な
財
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
財
の
所
有
は
そ
の
財
そ
の
も
の
が
所
有

者
に
具
体
的
な
満
足
を
直
接
的
に
あ
た
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
ミ
で
は
、
財
の
所
有
と
財
の
支
配
と
は
完
全
に
一
致
・
合
体
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
所
有
の
分
散
、
株
式
の
分
散
の
も
と
に
お
け
る
所
有
は
、

具
体
的
な
使
用
価
値
を
も
っ
た
財
の
所
有
で
は
な
く
な
っ

て
、
企
業
に
対
す
る
一
連
の
諸
権
利
と
諸
期
待
を
象
徴
し
て
い
る
一
枚
の
紙
片
を
所
有
す
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
く
る
。
所
有
者
が
利
害

関
係
を
も
っ
企
業
お
よ
び
そ
の
物
的
財
産
H
生
成
手
段
に
つ
い
て
は
、
何
等
の
支
配
力
を
も
た
な
く
な
っ
て
く
る
。
彼
の
所
有
す
る
富
H

財
産
リ
株
式
の
価
値
は
、
彼
の
努
力
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
諸
力
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
り
、

か
つ
絶
え
ず
変
動
す
る
。
こ
の
よ
う

に
、
株
式
会
社
の
制
度
の
も
と
で
は
、
産
業
用
富
引
い
財
産
の
所
有
者
法
単
な
る
所
有
権
の
象
徴
を
手
に
す
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
富
に
対
す

る
支
配
か
ら
は
完
全
に
分
け
ヘ
だ
て
ら
れ
て
い
る
つ
財
産
の
所
有
と
支
配
の
分
離
点
、
株
式
の
分
散
と
と
も
に
増
大
し
、
最
後
に
明
有
者

会
社
文
配
と
株
式
の
分
散

九
七



会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

九
八

は
彼
の
財
産
の
支
配
を
、
そ
の
手
に
支
配
力
を
握
っ
た
非
所
有
者
た
る
経
営
者
に
譲
り
渡
す
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
論
理
自
体
は
、
最
終
部
分
の
こ
の
論
理
を
経
営
者
支
配
の
直
接
的
基
礎
と
す
る
部
分
を
の
ぞ
け
ば
、
そ
の
ま
L
容
認
で
き
る
。
株

式
会
社
に
お
い
て
は
、
所
有
者
は
、
伎
の
富
H

財
産
で
あ
る
貨
幣
を
株
式
の
購
入
と
い
う
か
た
ち
に
お
い
て
、
出
資
す
る
。

は
、
経
営
者
(
所
有
者
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る
〉
に
よ
っ
て
生
産
手
段
の
購
入
と
労
働
者
の
一
雇
傭
に
あ
て
ら
れ
、

そ

の

貨

幣

そ
れ
で
も
っ
て
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
、
生
産
物
は
商
品
と
し
て
販
売
せ
ら
れ
、

そ
の
代
金
は
王
た
生
産
手
段
・
労
働
力
の
購
入
に
あ
て
ら

れ
、
生
産
・
販
売
と
く
り
か
え
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
所
有
者
が
株
式
の
購
入
と
い
う
形
式
を
通
じ
て
出
資
し
た
貨
幣
は
、

現
実
資
本
の
運
動
を
と
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
定
期
間
の
現
実
資
本
の
運
動
の
の
ち
、
利
潤
前
一
配
当
と
し
て
所
有
者
に
株
主
に
分

酎
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
配
当
を
利
子
率
で
換
算
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
株
価
が
成
立
し
、
株
式
は
そ
の
価
格
で
流
通
す
る
こ

と
に
な
る
。
擬
制
資
本
の
運
動
こ
れ
で
あ
一
匁
配
当
の
増
減
・
な
ら
び
に
株
価
の
高
低
は
株
式
の
所
有
自
体
と
は
何
等
簡
係
は
な
い
。
こ
の

よ
う
な
意
味
に
・
お
い
て
、
バ

I
リ
・
ミ

1
ン
ズ
の
い
う
財
産
の
変
革
は
生
じ
た
。

ハ
1
〉
藻
利
教
授
は
、
中
西
寅
雄
「
株
式
会
社
に
於
け
る
所
有
と
経
営
の
分
離
」
(
「
経
営
経
済
研
究
」
第
十
三
号
)
を
批
判
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
言

わ
れ
る
。
「
既
に
利
子
附
資
本
の
発
達
を
見
、
ま
た
会
社
資
本
が
擬
制
資
本
化
し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
か
く
の
ご
と
き
『
借
主
と
し
て
の
企
業

家
』
の
存
在
は
当
然
に
承
認
せ
ら
る
べ
く
、
こ
と
に
株
式
会
社
が
か
く
の
ご
と
き
企
業
者
を
成
立
せ
し
め
る
に
至
る
べ
き
は
、
正
に
理
の
当
然
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
て
、
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
純
粋
に
資
本
の
現
実
的
機
能
者
た
る
企
業
家
の
発
生
を
求
め
う
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、

経
営
者
支
配
形
態
の
存
在
を
承
認
す
べ
き
こ
と
と
な
る
」
と
。
(
藻
利
「
前
掲
著
」
第
四
章
の
注
4
〉

利
子
生
み
資
本
の
発
達
は
、
資
本
の
所
有
者
と
そ
の
資
本
の
機
能
を
担
当
す
る
経
営
者
日
機
能
資
本
家
と
の
分
裂
を
可
能
に
す
る
。
ま
た
、
株
式

資
本
の
擬
制
資
本
化
は
、
利
子
化
の
一
一
現
象
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
株
式
会
社
に
お
け
る
経
営
者
支
配
H
非
所
有
者
支
配
の
可
能
性
は
あ
る
。

だ
が
、
そ
れ
は
、
単
な
る
可
能
性
を
も
の
が
た
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
で
あ
っ
て
そ
の
可
能
性
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
現
実
性
を
推
論
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
可
能
性
を
否
定
す
る
他
の
側
面
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。



株
式
の
動
化
、
分
敢
に
よ
る
所
有
と
支
配
の
分
離
傾
向
と
と
も
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
所
有
と
支
配
の
結
合
・
一
体
化
の
論
理
を
い
ま
一

度
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。
私
有
財
産
制
度
の
も
と
に
お
い
て
、
も
と
も
と
、
所
有
者
が
、
そ
の
所
有
物
の
利
用
と
処
分
H

収
益
・
支
配

か
ら
引
き
さ
か
れ
る
こ
と
を
認
容
す
る
法
制
H

上
部
構
造
が
成
立
す
る
は
ず
は
な
い
。
た
し
か
に
、
株
主
は
、
現
実
の
機
能
資
本
そ
の
も

の
に
対
す
る
所
有
権
は
う
し
な
う
。
し
か
し
、
本
質
的
に
は
、
そ
れ
の
所
有
権
で
あ
り
、
そ
れ
の
変
質
・
転
化
し
た
株
主
権
が
存
在
す

る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
の
最
高
方
針
を
決
定
し
、
経
営
者
を
選
任
す
る
た
め
の
議
決
権
、
経
営
者
の
経
営
の
や
り
方
を
制
約
す
る
違
法
行

為
差
止
請
求
権
・
帳
簿
関
覧
権
、
会
社
の
増
資
の
際
の
新
株
引
受
権
、
会
社
の
あ
げ
た
利
潤
に
対
す
る
利
益
配
当
請
求
権
、
会
社
解
散
の

と
き
の
残
余
財
産
分
配
請
求
権
等
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
株
主
H
所
有
者
の
会
社
に
対
す
る
権
利
が
消
滅
し
な
い
か
ぎ
り
、
所
有
者
の
会

社
支
配
は
、
す
く
な
く
と
も
形
式
的
に
は
、
消
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
。
で
は
、
実
質
的
に
は
、

い
か
が
で
あ
ら
う
か
。

株
式
の
分
散
に
よ
り
、
経
営
・
支
配
に
関
す
る
意
欲
を
も
た
ぬ
株
主
が
増
加
し
、
彼
等
は
上
記
株
主
の
諸
権
利
の
う
ち
議
決
権
そ
の
他

の
会
社
の
支
配
・
経
営
に
関
す
る
権
利
を
み
ず
か
ら
描
棄
す
る
。
し
か
し
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
大
株
主
は
経
営
・
支
配
に
関
し
て
の

意
欲
を
捨
て
ず
、
そ
れ
に
関
す
る
権
利
を
行
使
し
、
株
式
の
分
散
と
と
も
に
、
完
全
所
有
支
配
、
多
数
支
配
、
少
数
支
配
え
と
う
つ
り
か

わ
っ
て
ゆ
く
の
を
み
た
。

れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
所
有
の
分
散
が
さ
ら
に
す
す
め
ば
、
経
営
者
支
配
と
い
う
形
態
が
生
ず
る
と
い
う
が
、
私
有
財
産
制
度

「
所
有
と
支
配
の
分
離
」

と
「
所
有
と
支
配
の
結
合
」
の
矛
盾
は
少
数
支
配
と
い
う
形
態
で
、

一
応
止
揚
せ
ら

下
で
、
「
所
有
と
支
配
の
結
合
」
の
論
理
は
、

ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

生
産
手
段
に
関
す
る
所
有
が
株
式
の
分
散
に

よ
っ
て
、
社
会
的
所
有
の
形
態
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
、
会
社
が
次
第
に
社
会
的
性
格
を
つ
よ
め
て
く
る
。
し
か
し
、
資
本
主
議
社
会
に

お
け
る
財
産
所
有
の
重
要
な
部
面
に
お
い
て
、
所
有
と
支
配
が
分
離
し
つ
く
し
、
実
質
的
に
私
有
財
産
制
度
が
止
揚
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
が
は
た
し
て
あ
り
う
る
で
あ
ら
う
か
。
大
い
に
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散
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九



会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

。。

と
も
あ
れ
、
所
有
支
配
か
ら
経
営
苫
支
配
へ
の
転
化
は
、
パ

l
リ
・
ミ
1
ン
ズ
の
一
三
一
口
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
静
か
な
革
命
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
支
配
を
維
持
し
て
い
た
巨
大
株
主
が
、
継
続
的
に
進
行
し
て
い
る
株
式
の
分
散
に
よ
っ
て
彼
の
持
株
比
率
が
一
層
低
下
し
た
た
め

に
こ
れ
ま
で
は
支
配
可
能
な
議
決
権
を
あ
つ
め
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
後
は
集
J

ゆ
え
な
く
な
り
、
か
わ
っ
て
、
支
配
可
能
な
議
決
権

(
委
任
状
)
の
量
を
経
営
者
が
あ
つ
め
る
よ
う
に
な
る
。
ま
れ
に
は
、
委
任
状
斗
争
も
生
じ
る
で
は
あ
ら
う
が
、
株
式
の
分
散
ば
不
断
に

す
す
み
、
所
有
者
支
配
は
じ
わ
じ
わ
と
、

い
わ
ば
自
然
的
に
後
退
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

だ
が
、
巨
大
株
主
は
、
容
易
に
支
配
の
座
を
捨
て
去
る
も
の
だ
ら
う
か
、
彼
は
パ

i
リ
・
ミ

1
ン
ズ
の
言
う
よ
う
に
、
株
式
の
分
散
に

よ
り
不
可
抗
的
に
支
配
の
座
か
ら
追
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ら
う
か
。
あ
る
い
は
、
株
式
の
分
散
は
、

い
わ
ば
同
然
必
然
的
に
ど
こ

ま
で
も
進
行
す
る
過
程
で
あ
っ
て
、
結
局
人
為
の
い
か
ん
と
も
な
し
あ
た
わ
ざ
る
過
程
な
の
で
あ
ら
う
か
。
も
し
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
パ
T

リ
・
ミ

l
ン
ズ
の
提
唱
す
る
よ
う
に
、
現
在
経
営
者
支
配
の
会
社
の
成
立
・
確
立
・
そ
れ
の
川
崎
加
に
よ
る
静
か
な
る

革
命
が
進
行
中
で
あ
る
、

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ら
う
。
果
し
て
、

そ
の
と
お
り
で
あ
ら
う
か
c

経
営
者
支
配
の
成
立
川
静
か
な
る
革
命
の
成
否
を
か
け
る
、
株
式
の
分
散
は
ど
こ
ま
で
も
進
行
し
て
や
ま
な
い
も
の
か
、
あ
る
い
は
株

式
の
分
散
は
あ
る
限
度
ま
で
す
す
ん
だ
ら
あ
と
は
停
止
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、

の
一
宮
市
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

株
式
の
分
散
が
ど
と
ま
で
も
進
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
所
有
者
支
配
日
少
数
支
配
ば
経
営
者
支
配
に
転
化
す
る
が
、
も
し
、

株
式
の
分
散
が
所
有
者
支
配
の
範
囲
内
で
停
止
す
れ
ば
、
所
有
者
支
配
が
持
続
せ
ら
れ
、
経
営
者
支
配
は
成
立
し
て
子
な
い
で
あ
ら
う
。

で
は
、
株
式
は
ど
こ
空
で
も
分
散
し
つ
寺
つ
け
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
あ
る
限
度
で
分
散
を
停
止
す
る
も
の
か
、
こ
れ
こ
そ
が
、
経
営
者
支



配
の
成
否
を
か
け
る
決
め
手
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
支
配
の
座
が
し
、
が
み
つ
き
、
確
保
す
る
に
あ
た
い
し
な
い
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
、

か
、
み
て
み
よ
う
。

し
が
み
つ
い
た
支
配
の
座
が
ど
れ
ほ
ど
の
支
配
の
吹
田
木
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う

v
・バ

1
ロ
は
、
受
配
に
よ
っ
て
特
別
の
利
得
を
収
取
す
る
方
法
を
列
挙
説
明
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
成
果
が
あ
が
る
か
に

「
発
起
人
株
」
と
し
て
投
資
を
と
も
な
わ
ず
に
最
初
に
お
こ
な
わ
れ
る
大
口
な
株
式
の
取
得
、

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
ハ
け

こ
の
み
法
ば
大
学
教
授
連
の
楽
し
い
伝
空
の
芦
界
で
は
証
券
取
引
委
員
会
で
禁
止
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
近
年
新
設
会
社
が
発
足
し
た
産

業
ー
ー
ー
た
と
え
ば
ウ
ラ
ン
・
天
然
ガ
ス
な
ど
1
lー
で
は
、
発
起
人
株
は
過
去
の
ど
の
よ
う
な
も
の
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
ふ
ん
だ
ん
に
と
ら

れ
た
。
己

支
配
集
団
の
成
員
空
た
は
彼
等
の
一
一
勝
者
を
、
高
級
を
受
取
り
、
殆
ん
ど
無
制
限
的
費
用
勘
定
の
よ
う
な
そ
の
他
の
権
限
を
と

も
な
う
職
務
え
の
任
命
。
甘

支
配
集
団
の
金
融
機
関
と
の
一
切
の
銀
行
取
引
の
集
中
c

個
関
係
あ
る

異なる資本の収益

資本の種類年収益率の可能な管問

之配資本 25%~50%

l 戸 J菌株主本 4%~12% 

i巨人利子付貯蓄 2%~ 3% 

V. Perlo. op. cit.. 

浅尾訳、目立

昔
前
戸第

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

支
配
の
も
と
に
あ
る
会
社
へ
の
原
材
料
需
品
注
文
の
集
中

関
係
あ
る
支
配
の
下
に
あ
る
会
社

国

え
の
有
利
な
価
格
に
よ
る
販
売
ま
た
は
不
動
産
の
売
却
。
山
門

法
律
顧
問
、

工
事
、
会
計
、
広
告
な
ど

の
千
数
料
の
関
係
企
業
へ
の
集
中
。

ωw

内
部
情
報
の
利
用
、
金
の
面
か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
が
何
よ
り

一
番
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
内
蕊
情
報
そ
の
他
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
利
得
は
、

キ
ン
グ
サ
イ
ズ
で
あ

る
。
鋲
行
利
子
よ
り
、

リ
ス
ク
を
と
も
な
う
普
通
株
の
配
当
の
一
方
が
大
で
あ
る
が
、
支
配
資
本
は
自
分

で
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
別
の
利
潤
を
取
得
す
る
よ
う
に
お
賠
立
す
る
の
で
あ
る
か
ら
殆
ん
ど
危

険
を
と
も
な
わ
な
い
で
莫
大
な
利
得
を
う
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
第
一
表
に
一
示
す
よ
う
な
利
子
、
普
通

林
配
当
、
支
配
資
本
収
益
の
大
k
r
c

た
差
、
が
、

会
社
支
抑
止
を
め
ぐ
る
は
げ
し
い
メ
争
を
ま
き
お
こ
ず
源

。



会
社
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配
と
株
式
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散
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(

1

)

 

泉
な
の
で
あ
る
。
と
。
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
の
パ

l
ロ
の
い
う
と
こ
ろ
に
対
し
て
、

い
ち
お
う
背
定
で
き
る
。
支
配
の
成
果
は
莫
大
で
あ

る
。
支
配
の
座
は
ど
ん
な
に
し
て
で
も
し
が
み
つ
き
依
保
す
る
に
あ
た
い
す
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
1
)
 
〈

-MV2-c-4・
0F-
浅
野
「
邦
訳
」
主
一
l
i
六
七
頁
。

株
式
の
分
散
が
一
定
の
限
度
を
こ
え
て
さ
ら
に
拡
が
る
と
、

い
い
か
え
れ
ば
、
現
在
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
支
配
を
維
持
し
て
い
る
大
株

中
士
の
持
株
比
率
が
低
下
し
て
一
定
の
限
度
以
下
に
さ
が
る
と
、
彼
は
支
配
の
地
位
を
た
も
つ
こ
と
は
で
き
ず
、

し
た
が
っ
て
彼
は
支
配
の

成
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
巨
額
の
利
得
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
一
定
限
度
以
上
の
株
式
の
分
散
、
自
分

の
持
株
比
率
の
低
下
が
ど
こ
ま
で
も
進
行
す
る
と
い
う
こ
と
に
た
い
し
て
無
抵
抗
で
あ
ら
う
か
。
支
配
者
た
る
巨
大
株
主
は
、
株
式
の
分

散
、
白
己
の
持
株
比
率
の
低
下
を
、

一
定
の
限
度
内
に
と
ど
め
る
べ
く
努
力
す
る
と
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
で
は
、
支
配
者
の
こ
の
意

志
は
実
現
の
可
能
性
は
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
逆
に
株
式
の
分
散
は
不
可
力
抗
的
な
も
の
で
あ
ら
う
か
。

株
式
の
分
散
は
、
株
式
に
よ
る
資
本
調
達
に
よ
っ
て
生
じ
、

し
か
も
巨
大
株
主
の
持
株
の
絶
対
額
の
増
加
割
合
以
上
に
、
株
式
に
よ
っ

て
調
達
せ
ら
れ
た
資
木
が
増
加
せ
ら
れ
る
場
合
に
生
ず
る
。
そ
し
て
、
株
式
の
分
散
は
企
業
の
大
規
模
化
か
ア
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
企

業
の
大
規
模
化
は
必
然
的
な
過
程
で
あ
り
、
企
業
の
存
続
は
、
企
業
の
大
規
模
化
な
し
に
は
あ
り
え
な
い
の
が
一
般
で
あ
る
。
で
は
、
そ

の
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
株
式
の
分
散
は
必
然
的
に
ど
こ
ま
で
も
進
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
を
だ
す
こ
と
が
で
き
る
か
。

否
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、

企
業
の
大
規
模
化
は
必
然
的
進
行
の
性
賀
の
も
の
で
あ
る
が
、
企
業
の
大
規
模
化
に
必
要
な
資
本
は
、
株
式
の
分
散
を

内
容
と
す
る
株
式
に
よ
る
資
本
調
達
と
い
う
方
法
以
外
に
資
本
の
調
達
方
法
は
な
い
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
資
本
調
達
方
法
が
他
に

い
く
つ
か
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
他
人
資
本
に
よ
る
資
本
調
達
、
自
己
金
融
に
よ
る
資
本
調
達
、
株
式
の
分
散
を
と
も
な
わ
な
い
株
式

に
よ
る
資
本
調
達
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
し
か
も
、
ど
の
よ
う
な
資
本
の
調
達
方
法
を
採
用
す
る
か
は
、
支
配
者
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ



る
事
項
な
の
で
あ
る
Q

も
ち
ろ
ん
資
本
調
達
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
方
法
を
も
っ
て
す
る
か
を
決
定
す
る
の
に
考
慮
に
の
ぼ
る
要
因
は
、

支
配
に
関
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
一
番
安
く
つ
く
か
の
費
用
の
問
題
、
あ
る
い
は
資
産
構
成
と
の
対
応
に
お
け
る
期

間
の
問
題
な
ど
が
不
可
欠
の
要
因
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
決
定
者
日
支
配
者
に
と
っ
て
根
源
的
に
重
要

国別資本構成

一

本
一
資
一
込
一
払
一
内

一

本

一

刊

訂

M

M

M

一

仏

ω
必

一

資

一

0
.
9
.
8
.
7・
一

4
・

L

L

-
己
一

6

2

2

2

一
6

6

6

一

本

一

知

ぬ

路

日

一
四

-
C釦
配

¥
一

一
本
¥
一

m

m

一
資
¥
数
一
約

一
¥
社
「
!
|
|

一

一

二

斗

上

一
一
面
一
一
脚
ぉ

F¥1 [ お下 1 

l36上 l問[
ア i
メ 19口38 29日3 I 

!;|附 293 38.97 
J 大 1

|企 1956 293 38.52 11 
|業 !i

lil1959l ぺ3397 
~ 1960 892 

1T| 附 2055

1959 1♀01 : 
イ

ツ 1960 1201 I 

(ヵ γコ内は普通株の割合)

1. 日本は日本勧業銀行調査部調

2. アメリカt土 Boardof Governors of the Federal Reserv巴

System : Financial Data for about 300 large Corporati-

ons 

3. イギリスは TheEconomist， July15，1961 
4.西ドイツは StatistischeBundesamt : Wirtschaft und 

Statistik， May' 55. november' 61. 
作成者勧銀調査部、

46.34 

43，50 

25.43 
(21.54) 
2517 
(21.37) 

28.08 
(23.03) 
27.71 
(22.99) 

14.29 

1448 

43.70 

22.30 

14.23 

35.58 

第二表

569 

本

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

23.19 

。



会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

な
要
因
は
支
配
の
問
題
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

。
四

株
式
を
分
散
さ
せ
な
い
資
本
調
達
方
法
の
動
向
を
見
て
ゆ
こ
う
。
ま
ず
、
他
人
資
本
〈
社
債
・
借
入
金
)
の
動
向
を
第
二
表
、
国
別
資

本
構
成
表
に
よ
っ
て
み
よ
う
。
日
本
、

の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
西
ド
イ
ツ
の
い
ず
れ
も
、
他
人
資
本
が
増
大
し
て
、
自
己
資
本
の
減
少

い
ず
れ
も
、
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
だ
っ
た
他
人

日
本
・
西
ド
イ
ツ
は
と
く
に
は
な
は
だ
し
く
、

資本源泉の構成及び伸長率

1 . 1 構成比35年上% I 伸長率 | I 35年上/31年上 | 

巴竺記竺主竺E空竺竺!
流動資産 53: 5 [ 55，3 I 2，18 i 1，80 I 
画定資産 46，0 ; 44，3 i 2，56 I 2，07 
有形固定資産 38.0: 34，9 I 2.必 1.89

|投資 7.7I 9.0 I 3，印 3.29

九Jよよ引 t;! ?21;:Zi;;; 
|注債 |6.013.0!2.7012Ml

自己資本 31.5 I 30.8 I 1，90: 1.57 1 
資本金 16.11 15.1! 3， 17 i 2.23 1 

総資干2517il(36311=J司
( )は実数、億円

36年度版経済白書 p490

第三表

伎用

資
本
が
増
大
し
て
、
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
る
状
態
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、

わ
子
か
な
が
ら
他
人

資
本
の
増
大
、
自
己
資
本
の
減
少
を
示
し
て
い
る
が
、
株
式
の
分

散
に
関
係
あ
る
払
込
資
本
の
趨
勢
を
見
る
と
、
こ
れ
の
減
少
傾
向

は
相
当
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
議
決
権
の
あ
る
普
通
株
に
つ

い
て
み
る
と
、
そ
の
減
少
は
さ
ら
に
一
一
層
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

乙
の
自
己
資
本
あ
る
い
は
払
込
資
本
、

さ
ら
に
は
普
通
株
資
本
の

減
少
は
比
率
の
減
少
で
あ
っ
て
、
絶
対
額
の
減
少
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
。
逆
に
、
事
実
は
、
株
式
に
よ
る
資
本
調
達
の
絶
対

舗
は
増
加
し
て
い
る
。

し
か

L
、
全
般
的
傾
向
と
い
う
点
か
ら
す

れ
ば
、
ど
の
国
も
、
株
式
の
分
散
を
と
も
な
わ
な
い
他
人
資
本
に

よ
る
資
本
調
達
の
方
が
、
株
式
の
分
散
を
も
た
ら
す
自
己
資
本
と

り
わ
け
株
式
日
普
通
株
に
よ
る
資
本
調
達
よ
り
、

い
っ
そ
う
大
き



な
割
合
で
も
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

た
と
え
ば
、
第
三
表
・
資
金
源
泉
の
構
成
及
び
伸
長
率
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
き
ら
か
な

傾
向
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(

2

)

わ
が
国
に
お
い
て
、
資
本
調
達
が
他
人
資
本
と
り
わ
け
借
入
金
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
主
た
る
理
由
は
、
直
接
的
に
は
、
別
表
「
株
式
資

本
・
借
入
金
・
事
業
債
の
コ
ス
ト
比
較
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
資
金
コ
ス
ト
の
高
低
に
よ
る
と
推
察
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
で
は
自
己
資
本
比
率
が
低

く
な
る
の
も
無
理
は
な
い

つ
ぎ
に
、
自
己
金
融
H
内
部
金
融
を
み
て
ゆ
こ
う
。
自
己
金
融
は
、
独
占
的
高
利
潤
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
独
占
的
高
利
潤

株式資本、借入金、事業債のコスト比較

(全産業〉

l株式 |借入金事業債
l l 発行者|税負，発行| 苅

コスト|担率!配当率費用|利子率j 手Ij廻り 1

34上 20.71 8.2， 11. 0' 1.5! 7. 818. 5~9. 2: 
下 19.8! 7.91 10.4' 1.5! 8.0 " 

35上 1 21.61 8.引 11.2 1.7! 8.0 " 
下 1 21.41 8.穴 11.0 1.71 7.9 " 
36上 I 18.61 5.61 11 3;υi798.1~8.7i 

税負担率=型金三事ーさ皇位向 χ100(単位 J 
資本金 ¥ハー ト/

(配当金に課せられる税金分だけを株式コストと

考えた〉

2. 発行費用は発行株式統計季報〈大蔵省調べ)に
よる。発行費用÷手取額、ただし35下、 35上につ
いては未発表なので35土と同じにした。

3. 事業債発行者利廻りは勧銀調べ。

出所:三菱経済研究所「本邦事業成績分析」

1 

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

の
転
化
形
態
で
あ
る
過
大
な
減
価
償
却
、
留
保
利
益
を
資
金
源
泉

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
独
占
的
高
利
潤
は
独
占
企
業
に
よ
っ
て
あ

げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
独
占
企
業
は
大
規
模
企
業
で
あ
る
。

し

た
が
っ
て
、
独
占
が
進
行
し
、
企
業
規
模
が
巨
大
に
な
る
に
と
も

な
っ
て
、
独
占
的
高
利
潤
の
増
大
化
傾
向
を
生
じ
、
自
己
金
融
方

式
が
増
大
化
す
る
傾
向
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
c

こ
の
よ
う
に
人
て

く
る
な
ら
ば
、
企
業
の
大
規
模
化
の
必
然
的
進
行
は
、
株
式
の
分

散
を
と
も
な
わ
な
い
資
金
調
達
方
式
で
あ
る
自
己
金
融
を
必
然
的

に
大
き
く
す
る
傾
向
を
も
っ
と
い
い
う
る
で
あ
ら
う
。

自
己
金
融
は
株
式
の
分
散
を
そ
れ
だ
け
停
止
せ
し
め
る
と
い
う

役
割
を
も
つ
が
、
そ
の
こ
と
は
当
然
所
有
者
支
配
を
維
持
・
存
続

一O
五



会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

一O
六

さ
せ
る
基
礎
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
自
己
金
融
は
逆
に
経
営
者
支
配
の
基
礎
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
一
面
を
も
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
資
木
の
調
達
が
も
は
や
株
式
そ
の
他
の
外
部
資
本
に
依
存
す
る
こ
と
か
ら
解
放
せ
ら
れ
、
企
莱
の
資
本
調
達
が
企
業
そ
れ
自

体
に
よ
っ
て
な
さ
れ
れ
ば
、
外
部
か
ら
の
支
配
か
ら
解
放
せ
ら
れ
、
こ
こ
に
経
営
者
支
配
の
物
質
的
根
拠
が
あ
る
、

と
い
う
風
に
も
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
与
え
力
は
皮
層
的
で
あ
る
ο

経
営
者
が
す
で
に
支
配
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
内
部
金
融
に
よ
る
資
本

調
達
方
式
を
増
大
さ
せ
ず
、
株
式
に
よ
る
-
調
達
方
式
を
依
然
と
し
て
増
大
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
株
式
に
よ
る
資
本
調
達
を
中

心
的
な
も
の
と
し
て
お
こ
な
え
ば
お
こ
な
う
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
株
式
の
分
散
は
お
し
す
す
め
ら
れ
る
。
株
式
の
分
散
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
、
そ
れ
だ
け
経
営
者
支
配
の
基
礎
は
強
化
せ
ら
れ
る
か
ち
で
あ
る
。
事
実
ま
た
、
明
白
な
所
有
支
配
者
が
存
在
し
、
そ
の
持
株
比
率
の

相
当
高
い
独
占
企
業
が
、
そ
の
資
金
源
泉
を
ほ
と
ん
ど
自
己
金
融
に
た
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
株
式
の
分
散
を
し
な
く
て

も
、
も
は
や
経
営
左
支
配
の
基
礎
が
充
分
確
し
げ
十
し
て
い
る
ほ
ど
株
式
の
分
散
を
と
げ
て
い
る
会
社
は
、

ほ
と
ん
ど
現
在
存
在
し
な
い
の
で

あ
り
、
そ
し
て
か
な
り
な
大
株
主
持
株
比
率
を
示
し
て
い
る
会
社
が
、
す
べ
て
自
己
金
融
を
増
大
さ
せ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

(

3

)

中
村
万
次
教
授
は
、
ア
メ
リ
ノ
カ
の
代
表
的
な
独
占
企
業
の
〉
ロ
ロ

E戸
市

8
0ユ
を
分
析
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
一
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
中
村
稿

「
ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造
」
立
命
館
経
済
学
・
第
十
巻
第
四
号
所
載

「
ω什
山
口
門
円
白

E
2
H
Z
-
M
・
(
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
一
九
五
六
年
四
月
の
持
株
数
二
六
五
二
一
千
株
、
価
額
一
五
九
一
百
万
ド
ル
、
持
株
比
率

|
二
二
・
五
一

%
1
1
J筆
者
挿
入
)
の
一
九
五
九
年
ま
で
の
過
去
一
の
年
閣
の
設
備
投
資
合
計
は
約
六
八
億
ド
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
資
金
源
泉
と
な

っ
た
も
の
は
税
引
純
利
益
と
減
価
償
却
費
と
の
合
計
で
あ
る
現
金
所
得
。

g
r
g『
巳
ロ
聞
の
約
一

O
三
億
ド
ル
か
ら
株
主
え
の
現
金
配
当
約
三
七

億
V

ル
を
控
除
し
た
約
六
六
億
ド
ル
で
あ
る
乙
と
が
判
明
し
た
o

U
ロ
可
。
己
(
一
九
一
九
六
年
四
月
に
お
け
る
テ
ュ
ポ
ン
の
持
株
数
l
一
九
八
九
千

株
、
価
額

l
i四
四
一
七
百
万
ド
ル
、
普
通
株
の
持
株
比
率
1

四
三
・
九
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
|
|
筆
者
挿
入
)
で
は
、
一
九
六

0
年
度
に
設
備
純
投
資

ニ
憶
一
、

O
O
Q万
円
「
ル
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
留
保
利
益
約
三
億
二
、

0
0
0万
ド
ル
と
減
価
償
却
引
当
金
約
一
億
五
、
五

O
O万
ド
ル
に
よ
っ

て
繍
わ
れ
、
残
余
が
運
転
資
金
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
戸
沼
・

ωけ
2
-
Q
H
M
-
E
O
H
m
g
b
。
。
‘
の
社
長
・
取
締
役
そ
の
他
モ
ル
ガ
ン
系



の
人
が
八
人
も
取
締
役
に
な
ワ
て
い
る
し
、
銀
行
業
務
も
投
資
銀
行
業
者
と
し
て
塁
。
可
否
出
向
泣
き
}
三
、

F
P
C
-
-

社
債
受
託
業
者
と
し
て
?
で
-

F
7
5
3
3
b
p
-
が
関
係
、
¥
株
式
保
有
に
つ
い
て
は
斗
-
Z
-
一
円

-n-
三
2
2
2さ
7
5・
5
が
そ
ん
ガ
ン
支
配
下
。
株
式
が
、
支
配
的

な
今
回
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
検
出
し
て
い
る
l

筆
者
挿
入
)
で
は
、
一
九
六

O
年
に
お
い
て
約
四
億
九
、
ニ
四

O
万
ド
ル
の
設
備
投
資
を
行

っ
た
が
、
そ
の
資
金
の
源
泉
と
な
っ
た
も
の
に
留
保
利
益
一
億
‘
、
七

0
0万
ド
ル
と
減
価
償
却
広
当
金
二
億
ヘ

Q
O万
ド
ル
お
よ
び
前
年
度
ま
で

に
拘
束
さ
ユ
い
た
運
転
資
金
一
億
九
、
五
つ
つ
万
k

ル
で
あ
っ
た
勺
一
(
な
お
、
筆
者
挿
一
人
の
資
料
は
、
ぐ
・
市
町
立
0
・、
H
d冊
目
】
回
目
己
2

0
同

z
f
r

E
E
R叩
の
附
録
を
利
用
し
た
。
)

現
在
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
資
本
調
達
が
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
、
ど
れ
だ
け
な
さ
れ
て
い
る
か
は
、
第
四
表
「
ア
メ
リ
カ
に
お
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第四表

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

け
る
法
人
企
業
の
資
金
源
泉
と
運

用
」
お
よ
び
第
五
表
「
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
法
人
企
業
の
資
金
源
呆
の
構

成
」
に
よ
っ
て
み
て
と
る
こ
と
、
が
で

き
る
。
内
部
資
金
が
六
一
ニ
・
七
パ

l
セ

ン
ト
も
し
め
、
株
式
に
よ
る
調
達
は

一
割
に
も
み
た
ぬ
わ
ず
か
七
・
六
パ

1
セ
ン
ト
で
あ
っ
て
、

社

債

の

二
-
二
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
低
い
数
値

を
し
め
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

株
式
に
よ
る
資
本
調
達
が
全
体
の

0 
七



アメリカにおける法人企業の

資金源泉構成

第五表

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

<t&L ー-71i比率資金源泉合計 180.3 1 100.0 

l 内部資金合計 114.9 63.7 

留保利益 31.1 17.2 

減価償却費 83.8 I 46.5 

長期外部資金合計 42.0 23.2 

株式 13.8 7.6 

社債 22.0 12.2 

その他 6.2 3.4 

短期資金合計 23.6 13.1 

銀行借入金 '1. 9 I 2.7 

支払勘定 15.1 8.3 

連邦所得税債務 -3.8 2.1 

その他 7.4 4.1 

1 (10億ドノレ)[Cパーセント)l
Securities and Exchange Commission資料

一
C
八

割
以
下
と
い
う
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
ぬ
地
位
に
お
し
下
げ
ら
れ

れ
他
の
方
法
に
ょ
う
て
資
本
が
調
達
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
株
式
の
分
散
が
ほ
と
ん

ど
低
止
し
て
し
ま
う
状
態
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
と
み
て
よ
い
。
む
ろ
ん
、
比
率
の
低
下
だ
け
で
言
う
の
は
若
干

問
題
ば
の
こ
る
。

一
九
五
七
年
か
ら
一
一
九
六

C
年
の
四
年
間
の
株

式
に
よ
る
調
達
の
絶
対
額
は
一
三
八
億
ド
ル
で
あ
る
。

し
か
し
、

わ
ず
か
一
割
に
も
み
た
な
い
と
い
う
こ
と
、
巨
大
企
業
ほ
ど
自
己

金
融
力
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
、
そ
の
す
く
な
い
株
式
に
よ
る
資

本
調
達
の
方
法
に
お
い
て
も
資
本
の
分
散
を
増
大
さ
せ
な
い
よ
う

な
方
法
が
大
き
く
な
っ
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
株
式
の

分
散
は
巨
大
企
業
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
停
止
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ら
う
。

が
あ
る
c

こ
れ

自
己
金
融
的
性
格
を
も
っ
配
当
政
策
あ
る
い
は
特
殊
な
株
式
発
行
形
態
'
と
し
て
、
株
式
配
当
宮
C
わ
穴
住
之
(
{
合
同
三
印

じ
、
配
当
金
額
を
引
当
て
に
新
株
を
発
行
し
、
そ
れ
を
株
主
に
あ
た
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
剰
余
金
勘
定
の
一
部
が
資
本
金
勘

定
に
う
つ
さ
れ
、
剰
余
金
の
資
本
金
化
が
生
ず
る
わ
け
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
株
式
配
当
は
、
株
式
の
発
行
で
あ
り
、
株
式
資
本
の
増
大

で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
隊
式
は

し
て
、
現
在
の
株
主
に
所
有
株
式
数
に
応
じ
て
あ
た
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
大
株
主
の
持
株
比
率
の
低
下
・
株
式
の
分
散
は
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
株
式
配
当
は
、
株
式
の
分
散
を
と
も
な
わ
な
い
株
式
の
発



行
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
株
式
分
割
・
株
式
無
償
交
附
も
ま
っ
た
く
同
一
の
性
質
を
も
っ
株
式
の
発
行
で
あ
る
。

(
3
〉
株
式
配
当
が
な
さ
れ
る
白
的
は
、
株
式
の
市
場
性
の
増
大
・
旧
株
主
の
利
益
保
護
・
債
権
者
に
た
い
す
る
信
用
度
の
向
上
、
株
主
の
不
満
鐙
静

記
当
の
隠
蔽
、
所
得
税
の
軽
減
等
が
あ
る
が
、
支
配
の
確
保
や
支
配
利
得
も
軽
視
で
き
な
い
。
ア
メ
世
カ
に
お
い
て
は
、
相
当
以
前
か
ら
採
用
さ
れ

て
い
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
昭
和
二
十
五
年
に
商
法
が
ア
メ
リ
カ
化
さ
れ
た
と
き
導
入
さ
れ
、
一
一
L
1
六
年
以
来
相
当
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
。

岡
村
正
人
「
資
本
調
達
一
片
山
佐
一
一
株
式
配
当

3
g存

U
2
5
2島
田
)
の
性
格
一
九
大
「
経
済
学
研
究
一
第
一
十
五
巻
第
一
二
号
参
照

株
式
に
よ
る
資
本
調
達
で
あ
っ
て
、

し
か
も
株
式
の
分
散
を
と
も
な
わ
な
い
方
法
に
は
、
株
式
を
一
般
か
ら
公
募
し
な
い
で
、

ー
一
八
口
投

資
者
と
直
接
的
に
証
券
金
融
を
お
こ
な
う
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
。
ブ
レ

1
ス
メ
ン
ト
司
ユ

4
E
o
E
ω
2
5
0白
骨
あ
る
い
は
ダ
イ
レ

ク
ト
・
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト

。山円。。
H
E
R
O
B
O
E
な
ど
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
プ
レ

i

一
九

O
O年
か
ら
一
九
一
三
一
一
年
ま
で
は
在
券
金
融
の
う
ち
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
を
し
め
る
に
す
ぎ
な

ミ
つ
二
号
、
、

カ

T
カ

ス
メ
ン
ト
の
実
際
を
み
る
と
、

一
九
一
一
一
三
年
の
証
券
法
以
後
は
い
ち
ぢ
る
し
い
進
展
を
み
せ
、
最
近
は
三

O
な
い
し
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
大
さ
き
に
ま
で
な

っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
プ
レ

l
ス

米国における優先株

の発行比率

第六表
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6

一

一
O
U

一

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

メ
ン
ト
に
よ
る
証
券
金
融
は
社
債
が
主
で
あ
る
が
、
株

式
も
無
視
は
で
き
な
い
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
プ
レ

l

ス
メ
ン
ト
の
相
手
た
る
大
口
投
資
者
の
う
ち
九

Q
パ
i

七
ゾ
ト
以
上
は
生
命
保
険
会
社
が
し
め
て
い
る
。
。
ブ
ラ

イ
ベ

l
ト
・
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
が
株
式
の
分
散
を
と
も

な(な
い土わ
。な
し、

と

ペ〉
L、
て
t土

い
ま
さ
ら
説
明
を
婆
し

。
九



会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

。

(
4
)
 

岡
村
正
人
「
株
式
会
社
金
融
の
研
究
」
附
録
米
国
株
式
会
社
金
融
の
変
貌
・
参
照

な
お
、

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
優
先
株
に
よ
る
資
本
調
達
に
つ
い
て
の
ベ
る
必
要
が
あ
る
。
優
先
株
に
よ
る
資
本
調
達
は
、
当
然
株
式

の
分
散
を
と
も
な
う
場
合
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
優
先
株
の
発
行
に
よ
る
資
本
調
達
が
い
く
ら
株
式
の
分
散
を
伴
う
と
伴
う
ま
い

と
優
先
株
は
も
と
も
と
、
議
決
権
を
も
っ
て
い
な
い
株
式
で
あ
る
か
ら
、
普
通
の
株
式
の
分
散
と
同
じ
よ
う
に
論
ず
る
と
と
は
で
き
な

ぃ
。
優
先
株
の
発
行
は
、
自
己
資
本
の
調
達
そ
れ
も
株
式
に
よ
る
自
己
資
本
の
調
達
で
あ
り
、

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
逆
に
所
有
者
支
配
の
基
礎
と
な
る
資
本
の
調
達
様
式
で
あ
る
。

し
か
も
株
式
の
分
散
を
と
も
な
う
場
合
が

(
5
)

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
昭
和
十
三
年
の
改
正
商
法
で
は
じ
め
て
認
め
ら
れ
た
が
、
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
、
そ
の
発
行
例
は
ま
こ
と
に
ず
く
な

ぃ
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
優
先
株
の
発
行
は
か
な
り
盛
ん
で
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
六
年
を
と
っ
て
み
る
と
、
完
力
業
は
優
先
株
、
普
通
株
合
計
発

行
額
の
一
二
O
%
強
、
自
動
車
工
業
二
九
%
強
、
煙
草
工
業
二
八
%
強
、
ゴ
ム
工
業
二
四
%
強
と
な
っ
て
お
り
、
製
鉄
、
非
鉄
金
属
・
食
糧
日
間
な
ど
は

二
O
%
以
上
で
あ
る
。
な
お
、
一
般
的
趨
勢
は
第
六
支
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
川
合
一
郎
「
株
式
価
格
形
成
の
理
論
」
第
二
編
第
一
部
「
戦
後
に
お
け
る
株
式
市
場
の
変
貌
」
参
照

四

わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
に
お
い
て
、
支
配
者
に
と
っ
て
支
配
の
座
は
確
保
す
る
に
充
分
あ
た
い
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
は
支
配
の
座
を
ゆ

る
が
す
株
式
の
分
散
の
進
行
を
阻
止
す
る
こ
と
の
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
株
式
の
分
散
を
と
も
な
わ
な
い
で
資
木
を
調
達
す
る
方
法
は
い

く
つ
か
あ
り
、
そ
の
方
法
は
い
ず
れ
も
広
汎
に
採
用
せ
ら
れ
そ
の
ウ
旦
イ
ト
を
増
大
し
て
ゆ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
み
た
c

こ
の
節
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
み
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
で
は
所
有
支
配
者
は
ど
こ
ま
で
株
式
を
分
散
さ
せ
て
も
、
自
分
の
支
配
の

座
は
お
び
や
か
さ
れ
な
い
か
、
す
な
わ
ち
、
会
社
に
お
け
る
所
有
者
支
配
の
持
株
比
京
の
下
限
を
み
、

式
の
分
散
の
実
態
を
み
て
ゆ
こ
う
。
す
な
わ
ち
、
株
式
の
分
散
は
、
実
際
に
ど
こ
ま
で
も
進
行
し
つ
つ
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
と
も
あ
る

つ
づ
い
て
巨
大
企
業
に
お
け
る
株



一
定
限
度
の
と
こ
ろ
で
停
止
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

で
は
、
所
有
者
支
配
の
持
株
比
率
の
下
限
は
い
く
ら
で
あ
ら
う
か
。

ヒ
ル
フ
プ
デ
ィ
ン
グ
は
、

「
株
式
会
社
を
支
配
す
る
に
足
る
資
本

額
は
、

た
だ
そ
の
資
本
の
三
分
の
一
な
い
し
四
分
の
て
ま
た
は
そ
れ
以
下
で
す
む
」
と
一
九

O
九
年
に
い
い
、
。
ハ
l
リ

・

ミ

l
ン
ズ

は
、
「
少
数
持
株
支
配
と
経
営
者
支
配
と
の
区
劃
線
を
、
大
ま
か
に
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
と
こ
ろ
に
引
い
た
」
し
〈
一
九
三
二
年
〉
、
パ
l

ロ
は
一
一
ュ
l
ヨ

l
グ
タ
イ
ム
ズ
紙
の
記
事
を
援
用
し
な
が
ら
「
現
実
に
は
三
分
の
一
の
株
式
を
も
っ
二

O
人
の
株
主
で
は
な
く
し
て
、
通

常
、
株
式
の
五
な
い
し
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
も
っ
一
人
な
い
し
五
人
の
株
主
が
有
数
支
配
を
お
こ
な
う
の
で
あ
る
」
(
一
九
五
六
年
〉
、
と

い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
明
確
な
限
界
を
引
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
株
式
の
分
散
状
況
(
株
主
数
、
平
均
持
株
数
、
大
中
小
株
主
の

割
合
等
)
、
企
業
の
性
格
〈
ど
の
よ
う
な
業
種
か
、
公
益
事
業
か
な
ど
〉
、
経
営
状
況
(
経
営
者
、
営
業
成
績
、

労
資
関
係
等
〉
、

さ
ら
に

ほ
他
の
支
配
手
段
が
併
用
せ
ら
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
率
に
き
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
も
あ
れ
、
支
配
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
自
己
の
資
本
H
支
配
資
本
を
核
と
し
て
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
自
分
が
自
由
に
利
用
し
支
配

下
に
お
く
他
人
の
資
本
を
従
属
資
本
と
し
て
集
め
た
方
が
有
利
で
あ
り
、
株
式
会
社
の
本
質
は
か
か
る
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ

る
。
だ
が
、

一
般
的
に
い
え
ば
、
支
配
資
本
の
比
率
が
大
で
あ
る
ほ
ど
支
配
の
力
は
強
固
で
あ
り
、
比
率
が
小
で
あ
る
ほ
ど
支
配
の
力
は

ゆ
る
く
な
り
、

一
定
の
限
度
を
こ
え

τ小
と
な
れ
ば
支
配
力
ば
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
、
支
配
者
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
な
支
配
の

方
針
に
よ
り
、
あ
る
支
配
者
は
過
半
数
持
株
支
配
あ
る
い
は
過
半
数
持
株
支
配
に
近
い
か
た
ち
を
と
る
で
あ
ら
う
し
、
あ
る
支
配
者
は
少

数
持
株
支
配
、
そ
れ
も
こ
れ
が
所
有
者
支
配
を
可
能
に
す
る
、
ぎ
り
ぎ
り
の
限
度
と
判
断
す
る
と
こ
ろ
ま
で
支
配
資
本
の
比
来
を
下
げ
、
他

人
の
資
本
を
集
め
よ
う
と
す
る
で
あ
ら
う
。

L
か
し
、
持
株
比
率
を
下
げ
る
、
す
な
わ
ち
株
式
を
分
散
さ
せ
る
の
は
よ
り
多
く
の
他
人
の

資
本
を
利
用
し
支
配
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
支
配
が
不
可
能
に
な
る
ま
で
持
株
比
率
の
低
下
H

株
式
の
分
散
を

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散



会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

お
し
す
す
め
た
り
は
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
支
配
が
脅
か
さ
れ
、
あ
る
い
は
一
層
強
固
な
支
配
が
必
要
と
な
る
な
ら
ば
、
支

配
資
本
の
比
重
を
逆
に
増
大
せ
し
め
さ
え
も
す
る
で
あ
ら
う
。

(
1
)
ω

「
株
式
会
社
自
身
は
少
数
の
大
資
本
家
に
と
ヮ
て
比
較
的
少
額
の
自
己
資
本
に
よ
っ
て
極
め
て
巨
額
の
社
会
的
資
本
を
自
己
資
本
と
同
様

利
用
す
る
方
式
で
あ
る
こ
と
を
益
々
明
確
に
し
て
く
る
。
あ
ら
ゆ
る
零
細
な
る
資
金
の
所
有
者
か
ら
も
そ
の
資
金
を
動
員
す
る
い
わ
ゆ
る
資
本
の
民

主
化
は
、
実
は
支
配
の
集
中
を
所
有
の
集
中
か
「
り
一
応
分
離
し
て
実
現
す
る
方
法
に
外
な
ら
な
い
。
勿
論
、
支
配
の
集
中
は
所
有
の
集
中
を
も
た
ら

さ
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
コ
む
し
ろ
、
所
有
の
集
中
を
白
擦
と
し
な
が
ら
も
、
直
接
そ
れ
に
よ
ら
な
い
で
支
配
を
集
中
し
、
こ
の
支
配
の
集
中
に

よ
っ
て
所
有
の
集
一
?
を
実
現
す
る
と
い
う
廻
り
道
を
と
り
、
常
に
す
有
の
集
中
を
越
え
る
支
配
、
の
集
中
を
企
て
る
の
で
あ
る
-
戸
宇
野
弘
蔵
ぺ
経
湾

政
策
」
一
五
三
頁
)
と
宇
野
教
授
は
一
言
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
「
た
し
か
記
、
実
際
の
経
営
が
大
資
本
家
の
麗
接
の
指
揮
を
離
れ
て
経
蛍
者
の

手
に
あ
る
場
合
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
う
で
な
く
し
て
資
本
家
が
な
お
直
接
に
指
揮
す
る
場
合
に
も
比
較
的
に
は
少
額
の
内
己
資
本
を
も
っ
て
巨
額
の

他
人
資
本
を
支
配
す
る
点
で
は
、
そ
の
支
配
は
最
早
や
所
有
に
よ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
下
部
の
多
数
の
一
般
株
主
の
所
有
を
集

中
的
に
代
位
す
る
と
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
資
本
の
所
有
そ
の
も
の
と
全
く
分
離
し
た
支
配
が
形
成
せ

b
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」
竺
五
五

l
一

五
六
頁
〉
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
首
肯
し
が
た
い
。
巨
大
株
主
の
支
配
は
、
彼
自
身
の
所
有
そ
の
も
の
を
核
と
も
し
根
拠
と
も
し

て
、
群
小
株
主
の
所
有
か
ら
分
離
し
た
支
配
を
あ
つ
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
所
有
に
よ
ら
な
い
支
配
と
い
う
の
は
い
か
が
で
あ
ら
う
か
。

制
川
合
一
郎
教
授
な
ど
の
経
済
学
者
の
多
く
は
一
i

株
式
会
社
の
形
態
的
本
質
ー
一
を
「
他
人
資
本
の
自
己
資
本
化
」
(
川
合
「
資
本
と
信
用
」
第

一
一
編
第
一
節
)
と
と
ら
え
て
お
ら
れ
る
o

川
合
教
授
等
の
用
い
て
お
ら
れ
る
他
人
資
本
と
は
、
他
人
の
資
太
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
「
他
人
の
資

本
」
を
「
他
人
資
本
」
と
い
う
ふ
う
に
用
い
る
こ
と
は
困
乱
を
ま
ね
く
お
そ
れ
が
あ
る
。
他
人
の
資
本

0
5
2
官

g
1
2
5
s
a
と
他
人
資
本

σ030唱
え

g℃
2
8
は
異
っ
た
概
念
で
あ
り
、
他
人
資
本
は
自
己
資
本

0
5
M
E
S
H
)日
付
包
に
対
比
し
た
概
念
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
人
資

本
の
自
己
資
本
化
的
性
格
は
な
い
。
む
し
ろ
、
自
己
資
本
H
株
式
資
本
の
他
人
資
本
化
的
性
格
は
存
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
群
小
株
主
の
出
資
し
た
資

本
H
自
己
資
本
は
、
実
質
的
に
経
営
・
支
配
に
絶
縁
き
れ
利
子
を
う
け
と
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
H
他
人
資
本
と
同
様
な
も
の
に
転
化
し
て
き

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
(
馬
場
克
コ
二
t

独
占
後
期
に
お
け
る
株
式
会
社
金
融
の
変
貌
」
(
九
大
経
済
学
研
究
第
二
十
巻
第
一
号
、
「
近
代
株
式
会
社
の
史

的
展
開
」
第
二
十
二
巻
第
一
号
、
後
藤
泰
二
「
金
融
資
本
概
念
に
お
け
る
株
式
会
社
の
理
解
に
つ
い
て
」
西
南
大
商
学
論
集
第
八
巻
第
二
号
参
照
。

付
株
式
会
社
を
「
機
能
資
本
と
無
機
能
資
本
と
の
結
合
し
た
も
の
」
と
の
理
解
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
と
す
る
と
こ
ろ
は
と
も
か
く
、
機
能
資



本
な
る
概
念
は
、
資
本
の
所
有
に
対
す
る
資
本
の
機
能
、
所
有
資
本
家
に
対
す
る
機
能
資
本
家
で
あ
っ
て
、
所
有
・
支
配
の
結
合
し
た
機
能
資
本
家

に
対
し
て
、
所
有
と
支
配
の
分
離
し
た
都
知
機
能
資
本
家
と
い
う
用
法
は
、
い
か
が
で
あ
ら
う
か
。

ま
た
、
支
配
者
の
出
資
す
る
資
本
H
支
配
資
本
を
で
き
る
だ
け
す
く
な
く
し
、
そ
れ
を
核
と
し
て
集
め
ら
れ
る
他
人
の
資
本
を
で
き
る

だ
け
大
き
く
す
る
と
い
っ
て
も
、
所
有
支
配
者
は
だ
れ
で
も
つ
ね
に
経
営
者
支
配
を
生
ぜ
し
め
な
い
限
度
に
お
い
て
、
他
人
の
資
本
H
従

属
資
本
を
あ
つ
め
る
す
な
わ
ち
株
式
を
分
散
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
支
配
者
が
強
固
な
支
配
を
望
む
か
、
ゆ
る
い
支
配
を
の

ぞ
む
か
に
よ
っ
て
違
う
で
あ
ら
う
し
、
ま
た
支
配
の
た
い
山
ピ
他
の
手
段
を
ど
れ
だ
け
併
用
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
も
異
な
っ
て
く
る
で
あ

ら
う
c

ま
た
、
こ
こ
ま
で
論
ず
れ
ば
、
支
配
者
は
経
営
者
支
配
の
拾
頭
を
お
そ
れ
て
株
式
の
分
散
を
お
し
す
す
め
な
い
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
、
他
の
資
本
家
に
よ
り
株
式
が
買
い
占
め
ら
れ
、
他
の
所
有
資
本
家
に
よ
っ
て
支
配
権
が
う
ば
わ
れ
る
こ
と
を
心
配
し
て
持
株
比

率
対
策
を
た
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
容
易
に
理
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
つ

〈

2
)

会
社
支
配
の
方
法
に
は
、
株
式
の
所
有
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
人
資
本
の
所
有
に
よ
る
も
の
、
そ
れ
ら
に
も
と
ず
く
白
分
ま
た
は
関
係
者
の

役
員
の
地
位
の
占
有
、
原
料
の
独
占
的
販
売
・
製
品
の
独
占
的
な
購
入
、
そ
の
他
の
も
の
が
あ
る
Q

(
3
V

ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
な
支
配
者
の
持
株
を
、
パ

l
り
・
ミ
l
ン
ズ
の
分
類
し
た
型
に
よ
っ
て
見
る
と
、
メ
ロ
ン
や
デ
ユ
ボ
ン
は
、
持
株
比
率
は

稲
当
高
く
過
半
数
支
配
型
に
近
く
、
ロ
ァ
グ
フ
エ
号
!
は
少
数
支
配
型
で
あ
り
、
モ
ル
ガ
ン
は
一
一
層
低
く
経
営
者
支
配
と
分
類
せ
ら
れ
る
よ
う
な
持

株
比
率
に
よ
っ
て
多
く
の
会
社
を
支
配
し
て
い
る
。
モ
ル
カ
ン
は
、
重
役
派
遣
・
金
融
機
関
と
の
運
紫
な
と
の
他
の

7
配
手
段
を
併
用
し
て
い
る
o

kr
・阿川口口
H
H
O
丘
町
吋
・
河
口
問
。
円
由
。
同
〉
B

O
ユ
ロ
担
立
井
沢
上
巻
一
八

O
頁
、
バ

l

ロ
一
前
掲
喜
一
付
録
参
照

株
式
の
分
散
、
巨
大
株
主
の
持
株
比
率
の
低
下
は
ど
こ
ま
で
も
進
行
す
る
過
程
で
は
な
く
、
あ
る
点
ま
で
き
た
ら
停
止
せ
し
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、

と
き
に
は
巨
大
株
主
の
持
株
比
中
小
は
増
大
ぜ
し
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
所
説
を
、
具
体
的
な
資
料
を
か
か
げ
て
、

そ
の
真
な
る
こ
と
を
裏
づ
け
た
い
。
ま
ず
、
巨
大
会
社
に
お
い
て
持
株
比
率
が
増
大
し
た
例
を
あ
げ
よ
う
。
第
七
表
は
、

ア
メ
リ
カ
の
公

益
事
業
の
う
ち
最
大
会
社
の
一
九
三
七
年
と
一
九
五
四
の
大
株
主
の
持
株
比
率
を
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
公
益
事
業
持
株

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

一一一



I . I1竺[附
〔通信J I % 
American Tel. & Tel. 3.8 I 4.2 

Western Union 1 12.9 I 24.1 I 

(鉄道J i 
Pensy1vania R. R 6.1 I 19.6 I 
New Yok Central R. R I 23.7 I 42.6! 

Southern Pacific R. R. 1 15.0 1 15.31 

f電力J(最大10株主) a I 
Pacific Gas & Electric I 25.1 I 10.0 I 

Consolidated Edison 1 12. 9 1 8.9 i 

Commonwealth Edison 1. 18.2 1 7.7 1 

a普通株、優先株合計

鉄道と電力は最大 3社

1937年はT.N. E. C. Mong. 29 

1954は FederalCommunications Com-

mission他より V.Perolが作成

American Economic Review. 1958. 

p341. より

20大株主による普通株所有%

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

最
大
一
一
十
株
主
の
持
株
比
率
の
変
化
を
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

第七表

四

会
社
法
に
よ
り
株
式
の
強
制
的
分
散
が
お
こ
な
わ
れ
た

電
力
会
社
を
を
の
ぞ
い
て
、
通
信
・
鉄
道
の
大
会
社
に

お
い
て
は
、
持
株
比
率
は
上
昇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
一
不
す
第
八
表
は
、

H
Y
ω
m
w『
m

g什

E
O
B
ロロ
0
・

。者ロ
OH1師
伊
印
刷
v
・

。OHMけ
HOH
山
口
門
同

ω
ロ
の
わ
ぬ
曲
部

O]hFmwa

円
問
。
。
。
E
H
V
仰
い
ロ
戸
巴
巴
の

k
t℃
O
ロ門回目
M

H
・
匂
ロ
ロ

〉
ロ
巴
志
向
加
え
ぐ
OHM『

F
2
m
o
c
o
E
H
M
m
w
ロ可

(
C
m
w
?

日

H

巳
弘
山
∞
E-
。
吋
冨
ο円
。
宮
岩
田
)
句
。
吋
邑

g
g仏

Hhv閉
山
戸

よ
り
、
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
イ

そ
こ
に
持
株
比
率
の
全
般
的
・
一
般
的
傾
向
を
み
て
と
る
こ
と
が

ギ
リ
ス
の
巨
大
官
社
の
一
九
一
三
ハ
年
と
一
九
五
一
年
の

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
百
社
の
う
ち
、
二
一
社
の
持
株
比
率
が
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
株
式
の
分
散
が
か
な
ら
ず
し

も
一
般
的
継
続
的
過
程
と
の
み
は
断
言
で
き
ぬ
こ
と
を
も
の
が
た
つ
て
い
る
。
し
か
も
、
持
株
比
率
の
上
昇
し
た
も
の
一
一
十
一
社
の
う

ち
、
半
数
以
上
の
十
二
社
は
、

一
九
三
六
年
に
十
九
・
九
%
以
下
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
今
度
は
、
株
式
の
分
散
の
す
す
ん
だ
企

一
九
三
六
年
に
ご
O
%
以
下
で
あ
っ
た
会
社
が

業
(
大
株
主
の
持
株
比
率
が
一
九
・
九
%
以
下
の
も
の
を
と
る
)
の
動
向
を
み
る
に
、

十
五
社
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
五
年
間
に
株
式
の
分
散
・
持
株
比
率
の
低
下
を
と
げ
た
会
社
は
十
三
社
、
持
株
比
率
の
上
昇
し
た
も
の
十
二

社
で
あ
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
半
分
半
分
で
あ
る
。
し
か
も
持
株
比
率
の
低
下
し
た
も
の
の
一
社
あ
た
り
平
均
低
下
率
は
、
十
五
年
間
に
わ
ず



イギリス大企業の20大

株主の持株比率の変化

(1白36-1951)

( 持問の日もの (町
内訳 100~50%の間を下ったもの I 9 f 

下って49~30%になったもり I 17 f 

下って29~剖%になったもの I 10 
下って19~10%になったもの I 24 I 
下って9.9~5%になったもの I 10 i 

下ってり~4%になヨたもの I 3 I 
持株比率の上ったもの I 21社 i

内訳 4.9%以下であって上ったもの! l i 
5~9.9巧であって上ったもの 7 I 
10~19.9であって上ったもの 4 r 

20~却であって上ったもの | 4 i 
30~49であって上ったもの I 2 1， 

| 50以上でありて上ったもの 3 i 

1 不明 I 6社|

!合計 |川 1
L ←一一一一一一一一一一一一一一一一←ー__L一一一←ー!

第八表

分散の進んに会社の動向

(1936~1951) 

附年に大株主の持株比率 I 2時 i 
19.9%以下であったもの ! 叫 ↑ 

13社(

2.3% 

12社

I 13. 9% ~ 

P. S. Florence， op. cit.， Apendix 

より筆者作成

第九表

(踏の低下したもの

一社あたり平均低下比率

以
上
の
数
字
に
よ
っ
て
、

か
二
二
二
%
に
す
ぎ
ず
、
逆
に
持
株
比
率
の
上
昇
け
た
も
の
は
そ
の
上
昇
率
十
三
・
九
%
に
も
達
し
て
い
る
。

(比率の上昇したもの

一社あたり平均上昇比率

イ
ギ
リ
ス
大
企
莱
に
お
け
る
株
式
所
有
の
一
般
的
状
況
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。
株
式
は
た
し
か
に
分
散

ハ
百
社
の
う
ち
七
一
社
)
す
る
。

L
か
し
、
分
散
の
す
す
ん
だ
会
社
ハ
大
株
主
の
持
株
比
率
が
十
九
・
九
%
以
下
の
も
の
)

に
あ
っ
て

株
主
持
株
比
率
は
逆
に
増
大
(
平
均
十
三
・
九
%
〉
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

は
、
分
散
は
停
滞
的
(
十
五
年
間
で
大
株
主
持
株
比
率
の
低
下
平
均
二
・
一
二
%
に
す
ぎ
ぬ
)
と
な
り
、
そ
の
半
数
の
会
社
に
お
い
て
は
大

つ
ぎ
に
、

わ
が
国
に
お
け
る
株
式
の
分
散
傾
向
を
第
十
表
・
株
式
所
有
別
株
主
数
累
年
比
較
お
よ
び
第
十
一
表
・
株
式
所
有
別
株
数
黒

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

年
比
較
さ
ら
に
以
上
の
二
表
よ
り
作
成
し
た
第
十
二
表
・
株
式
所
有
別
株
主
数
株
式
数
動
向
に
よ
っ
て
み
て
ゆ
こ
う
。
株
主
総
数
も
株
式

五
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会
社
支
配
と
除
式
の
分
散

て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
内
部
に
た
ち
入
っ
て
み
る
に
、
加
五
百
株
未
満
の
小
株
主
ぽ
、

減
少
を
し
め
し
、
制

株式所有別株主数、株数、動向第十ニ表

人
数
に
お
レ
て
も
株
数
に
お
い
て
も
か
な
り
な

八

十
万
株
以
上
の
大
株
主
は
人
数
に
お
い
て
ご
く
わ
ず
か
、
所
有
株
数
に
お
い
て
二
九
%
か
ら
五
二
%
と
も
の
す
μ
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い
増
加
率
を
み
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
り

そ
の
中
間
層
は
、
人
数
に
お
い
て
相
当
な
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
株
所
有
数
に
お
い
て
あ

ま
り
か
わ
ら
ぬ
状
態
に
あ
る
。
以
上
に
よ
り
わ
が
国
の
状
況
を
一
言
で
い
え
ば
、
株
式
の
分
散
化
傾
向
の
逆
、
株
式
の
集
中
化
傾
向
そ
れ

(
4
)
 

も
は
げ
し
い
集
中
化
で
あ
る
こ
と
誰
の
目
に
も
歴
然
た
る
も
の
で
あ
る
。

(
4
)

わ
が
国
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
株
式
の
集
中
化
傾
向
は
、
敗
戦
後
の
財
閥
持
株
の
強
制
的
分
散
に
よ
る
財
閥
解
体
支
配
者
再
編
制
過
程
の
一
側

面
と
し
て
の
現
象
と
み
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
株
式
の
分
散
は
は
た
し
て
ど
こ
ま
で
も
進
行
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
株
式
の
分
散
を

と
も
な
わ
な
い
資
本
詞
達
の
様
式
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
、

ど
こ
の
国
に
お
い
て
も
株
式
の
分
散
を
と
も
な
わ
な
い
資
本
の
調
達
の
ウ
ェ
イ

ト
が
ま
す
ま
す
増
大
し
つ
午
、
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
ご
と
き
は
株
式
に
よ
る
資
本
調
達
(
優
先
株
を
ふ
く
む
)

〈

5
)

は
一
割
に
も
み
た
ぬ
状
態
で
あ
り
、
株
式
の
集
中
例
も
示
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
最
大
百
社
の
傾
向
に
よ
り
、
大
株
主
の
持

株
比
率
が
一
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
ま
で
は
分
散
は
進
行
す
る
が
、
そ
れ
以
下
に
な
る
と
停
滞
ま
た
は
逆
に
集
中
化
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
わ
が
国
の
戦
後
の
上
場
株
式
全
体
の
動
向
は
、
ま
さ
に
株
式
の
分
散
で
は
な
く
株
式
の
集
中
化
傾
向
を
あ
き
ら
か
に
示
し
て

、何一
o

'
L
V

ふ
れこ

こ
に
、
株
式
の
分
散
は
ど
こ
ま
で
も
進
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
仮
説
は
完
全
に
う
ち
ゃ
ぶ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
当
然
ま
た
、
仮

説
の
上
に
き
ず
か
れ
た
経
営
者
安
配
の
幻
想
も
ま
た
、
雲
散
霧
消
し
果
て
た
の
で
あ
る
。

(

5

)

第
十
四
表
は
、
や
は
り
、

v
・パ
1

ロ
の
つ
く
っ
た
表
で
あ
る
が
、
こ
の
表
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
株
主
数
は
、
増
加
の
一
途
を
辿

っ
て
い
る
と
い
う
傾
向
を
示
L
て
い
な
い
Q

株
主
が
哨
加
傾
向
を
辿
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
株
式
の
分
散
が
際
限
な
く
進
行
し
て
い
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
一
面
を
物
語
っ
て
い
る
o

し
か
も
、
分
散
の
な
か
み
は
、
「
数
年
前
、
ケ
イ
ス
パ
タ
l
ス
の
指
導
す
る
ハ

l
パ
i
ト
大
学

の
グ
ル
ー
プ
が
一
冊
の
本
を
だ
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
株
式
総
額
の
六
五
%
を
所
有
し
て
い
る
の
は
人
口
の
一
%
で
あ
り
、
残
り
の
株
式
の
一
一
一

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

二
九



会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

。

ア
ロ
%
は
五
万
家
族
の
手
に
あ
る
状
態
で
あ
る
。
な
お
、
全
国
製
造
業
者
協
会
は
、
こ
の
本
を
非
常
に
危
険
な
も
の
と
し
て
、
こ
う
い
う
資
料
を
発
表

し
た
か
ど
で
そ
の
教
授
グ
ル
ー
プ
を
そ
し
る
特
別
声
明
を
発
表
し
た
と
い
う
」
〉
名

2
2
ロE
C
名
目
訂
正
田
5
0
C
C
E
O
B℃
D
E
S・
Hug
岡
崎
次

郎
他
訳
一
現
代
資
本
主
義
論
」
二
五
六
頁
ま
た
、
と
の
よ
う
な
数
字
は
、
大
衆
資
本
主
義
と
か
人
民
資
本
主
義
と
い
う
一
言
葉
が
、
、
い
か
に
実
体
を

と
も
な
わ
な
い
、

R
-
ミ
ル
ス
の
い
う
一
洗
練
さ
れ
た
幻
怨
」
に
す
き
な
い
か
を
も
の
が
た
る
で
あ
ら
う
。

米国の人口に対する

株主の比率

第十四表

年 度|株主数|人口〈百万)1 % 
1927(a) I 4，...;，600万 119 3. 4~5， 0 

1927( b) I 5~600万 119 I 4. 2~5. 0 

M ト 1100万 123 i 7， 3~8. 9 
1937 I 8~900万 129 ! 6. 2~7. 0 

1952 649万 157! 4.1 

1954 750万¥ 162 4.6 

日開 863万 1 168 l 51 

人口， V. S. Bureau of Census 

株主数 1927 (a)は Berle& means， 

op. cit" P. 374 

1927 (b) N. R. Danielian' and othors， 

The Security Markets， 1935， pp 
49~50 

1937ばT.N.E.C.，Monogr. No.29.， 

1940， p.168 

1952はL.H. Kimmel， Share Ownership 

in the United states， 1952， p89. 

1054.1956はEconomicReport of the 

President， J an. 1957， Table 
D-21， p12. より V.Perloが作成

il.merican Econonic Review， J une 1958， 
p335. より

と
こ
ろ
で
、
例
外
的
に
、
巨
大
株
主

の
支
配
力
、
が
眠
っ
て
い
る
間
に
、
経
営

者
が
支
配
力
を
ふ
る
う
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
巨
大
株
主
の

支
配
力
が
眠
っ
て
い
る
間
に
経
蛍
者
が

株
式
の
分
散
を
お
し
す
す
め
た
り
、
あ

のる
分い
散は
が外
強部
制的
的な
に圧
お力
こで
なも
わつ
れて
るす株
場〉式

合
が
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

よ
う
な
と
き
は
、
経
営
者
が
企
議
を
支

が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
と
い
え
ど
も
、
大
資
本
家
が
こ
れ
を
一
た
び
支
配
の
対
象
に
し
よ
う
と
欲
し
た
と
き
は
、
支
配
可
能
な
株
式
の
購

配
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
だ
ら
う
。
だ

入
に
よ
っ
て
、
何
時
に
て
も
所
有
に
よ
る
支
配
に
転
化
さ
せ
う
る
で
あ
ら
う
し
、
あ
る
い
は
ま
た
、
現
在
・
支
配
し
て
い
る
経
営
者
が
、
現

在
そ
の
会
社
を
支
配
し
て
い
る
地
位
・
力
を
利
用
し
て
、

不
安
定
な
経
営
者
支
配
を
安
定
し
た
所
有
支
配
に
す
る
べ
く
、
支
配
可
能
な
だ



け
の
株
式
の
所
有
を
は
か
る
で
あ
ら
う
。

(
6〉

「
昭
和
二
十
一
年
三
月
末
現
在
に
お
け
る
わ
が
国
会
社
総
数
は
凡
そ
九
万
五
千
七
百
社
で
あ
り
、
そ
の
払
込
資
本
額
は
約
四
百
三
十
七
億
円
で

あ
る
が
、
こ
の
う
ち
旧
財
閥
橡
及
び
政
府
閉
鎖
機
関
の
持
株
と
し
て
、

S
G
L
C
(証
券
処
理
調
整
協
議
会
を
通
じ
て
売
り
出
さ
れ
る
も
の
は
凡
手
-

株
数
に
し
て
二
億
八
千
万
株
・
払
込
資
本
に
し
て
大
体
百
二
十
億
円
乃
至
百
五
十
億
円
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
数
字
か
ら
み
る
と
、
大

体
わ
が
国
終
戦
時
の
会
社
株
数
の
凡
そ
三
割
五
分
と
い
ラ
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
財
閥
株
と
し
て
A

般
に
分
散
化
き
れ
る
わ
冷
で
あ
る
か
ら
、
げ
て
の
持

つ
意
味
た
る
や
大
き
い
と
い
え
る
二
戸
田
慎
太
郎
一
財
閥
解
体
後
の
独
占
資
本
一
一
一
一
良
。

パ
l
リ
・
ミ

l
ン
ズ
の
一
言
う
「
企
業
の
大
規
核
化
は
必
然
的
過
程
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
し
、
そ
れ
と
平
行
し
て
株
式
の
分
散
が
進

行
す
る
。
そ
し
て
、

企
業
が
あ
き
り
に
も
大
規
慎
化

L
、
あ
ま
り
に
も
株
式
が
分
散
し
た
た
め
に
大
株
主
の
持
株
比
率
が
小
さ
〈
な
り
、

そ
れ
を
も
っ
て
し
て
は
会
社
を
支
配
す
る
に
十
分
な
委
任
状
を
あ
つ
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
り
、
経
営
者
支
配
が
成
立
す
る
」

と
い
う
議
論
に
た
い
す
る
批
判
を
終
る
に
あ
た
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
乗
っ
取
り
の
数
多
い
事
件
の
な
か
か
ら
次
の
二
つ
の
最
近
の
も
の
を
か

か
げ
て
、
あ
え
て
蛇
足
の
そ
し
り
を
う
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。
付

一
九
五
四
年
に
、

一1

ヨ

I
グ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
会
社
ハ
社
長
ウ

イ
リ
ア
ム
・
ホ
ワ
イ
ト
)
は
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
鉄
道
に
つ
い
で
ア
メ
リ
カ
第
二
の
鉄
道
会
社
で
る
り
総
資
産
額
で
は
ア
メ
リ
カ
第
六

位
の
大
会
社
で
あ
る
が
、

ロ
バ
[
ト
・
ヤ
ン
グ
に
乗
取
ら
れ
た
c

一ユ

l
=
I
ヶ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
は
、

一
九
三
二
年
め
パ

l
り
・
ミ

i
ン

ス
の
分
類
に
よ
一
れ
ば
、
最
大
市
有
者
の
所
有
割
合
五
・
二
一
主
%
、
第
二
の
f

大
所
有
区
一
の
割
合
四
・
七
八
%
、
二

C
人
の
大
株
主
合
計
一

九
・
一
二
%
で
経
営
者
支
配
の
会
社
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
ι

T
N
E
C
一
調
査
に
よ
れ
ば
、

一
九
三
七
年
の
二
心
大
株
主
の
所
有
比
率
は

三
・
六
六
%
で
、
支
配
的
株
式
所
有
は
な
い
が
、
小
数
持
株
，
フ
ロ
ッ
ク
が
存
在
す
る
も
の
左
分
類
さ
れ
て
い
る
c

ア
ン
+
・
ロ
チ
L

ス
タ

ー
ム
に
よ
れ
ば
、

一
九
三
六
年
、

モ
ル
ガ
ン
系
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
よ
り
取
締
役
が
派
遣
さ
れ
、

ま
た
銀
行
業
務
を
通
じ
て

モ
ル
ガ
ン
支
配
下
に
あ
る
会
社
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、

一
九
三
七
年
に
お
け
る
モ
ル
ガ
ン
系
の
持
株
比
率
は
一
一
パ

1
セ
ン

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散



会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

一一

ト
で
あ
り
、

ヤ
ン
グ
派
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

一
九
五
三
年
暮
浮
動
株
を
あ
つ
め
た
ヤ
ン
グ
派
は
一

O
パ
l
セ
γ
ト
に
た
っ
し
、

モ
ル
ガ
ン

系
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
強
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
社
長
ホ
ワ
イ
ト
を
は
じ
め
多
く
の
取
締
役
は
モ
ル
ガ
ン
系
で
あ
り
、

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ

γ
ョ

ナ
ル
ナ
ル
銀
行
を
通
じ
て
、

モ
ル
ガ
ン
支
配
の
会
社
で
あ
っ
た
。

ヤ
γ
グ
は
自
分
を
ふ
く
め
た
二
つ
の
取
締
役
の
椅
子
を
要
求
し
、
拒
否

さ
れ
た
。
こ
こ
に
委
任
状
斗
争
、
が
起
っ
た
。
挑
戦
者
ヤ
ン
グ
の
背
後
に
は
、

ヴ
ア
ン
ダ
ー
ピ
ル
ト
財
閥
が
ひ
か
え
、
経
営
者
ホ
ワ
イ
ト
の

背
後
に
は
モ
ル
ガ
ン
財
閥
が
あ
る
。
一
五
月
の
年
次
総
会
で
勝
敗
が
決
せ
ら
れ
る
た
め
、
五
万
人
を
こ
す
株
主
に
猛
烈
な
宣
伝
が
開
始
さ
れ

た
。
そ
し
て
、

つ
い
に
、
発
行
総
株
数
の
う
ち
六
百
四
十
四
万
七
千
四
百
株
八
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
投
票
さ
れ
、
挑
戦
者
ヤ
ソ
グ
は
約

四
億
七
千
百
万
円
か
け
て
三
百
四

O
万
株
、
経
営
者
ホ
ワ
イ
ト
は
約
三
億
千
五
百
万
円
か
け
て
二
百
三
十
四
万
株
を
あ
つ
め
、

ヤ
ン
グ
は

六
万
株
ひ
き
離
し
て
勝
ち
、

ホ
ワ
イ
ト
は
追
わ
れ
た
。
な
お
、
勝
っ
た
ヤ
ン
グ
は
一
九
五
八
年
に
は
ピ

(

7

)

 

ス
ト
ル
自
殺
を
や
り
、
敗
け
た
ホ
ワ
イ
ト
は
他
の
モ
ル
ガ
ン
系
の
会
社
の
経
営
者
に
な
っ
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
は
取
締
役
会
長
と
な
り
、

ペ

7
)

高
橋
弘
「
経
営
支
配
権
L

そ
の
他
参
照

}
の
実
例
は
、
的

会
社
は
、
株
式
の
分
散
の
一
筋
を
た
ど
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、

M
W

経
営
者
支
配
は
二

O
%以
下
と
し
て
い
る

バ
l
リ
・
ミ
1
ン
ズ
ポ
経
営
者
支
配
と
し
て
い
る
会
社
は
、

が
、
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
も
所
有
者
支
配
は
可
能
で
あ
る
こ
と
、
け

か
な
ら
ず
し
も
経
営
者
支
配
で
な
い
こ
と
、
同
門

イ
ン
デ
ア
ナ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
会
社
に
お
け
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
経
営
者
の
斗
い

で、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
勝
っ
た
の
は
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
持
株
が
二
五
。
ρ
1
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
ロ
ッ
ク
ブ
エ
ラ

ー
の
名
声
と
資
金
力
だ
と
し
、
も
っ
と
持
株
が
少
な
か
っ
た
ら
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
名
声
を
も
づ
て
し
て
も
勝
て
な
い
だ
ら
う
と
バ

l

9
・
之

1
)
J
ズ
は
言
っ
て
、
こ
こ
ら
に
経
営
者
支
配
成
立
の
実
際
的
基
礎
を
お
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
が
完
全
に
く
ず
さ
れ
て
い
る
。

制

経
営
者
の
地
位
が
委
任
状
を
あ
つ
め
る
の
に
絶
大
な
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
経
営
者
支
配
の
基
礎
を
置
い
て
い
る
が
、
巨
大
な
資



金
を
か
け
た
宣
伝
戦
の
前
に
は
、
そ
の
力
は
過
大
評
価
で
き
な
い
こ
と
等
を
示
し
、
パ

l
リ
・
ミ

1
ン
ズ
批
判
と
し
て
汲
み
と
ら
れ
る
。

p 

一
九
五
八
年
か
ら
宜
九
年
に
か
け
て
、

イ
ギ
リ
ス
第
一
の
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
会
社
で
、

フ
オ

1
チ
ユ
ン
の
世
界
最
大
百
社
の
な
か

に
入
っ
て
い
た
「
守
ア
リ
テ
ィ
ッ

γ
ュ
・
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
川

B
・
A
L
が、

ア
メ
リ
カ
第
二
の
ア
ル
ミ
会
社
「
レ
イ
ノ
ル
ズ
・
メ
タ
ル
」

に
乗
っ
取
ら
れ
た
。

レ
イ
ノ
ル
ズ
・
メ
タ
ル
は
、

リ
チ
ヤ

i
ド
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
社
長
四
兄
弟
、
が
か
た
め
た
会
社
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に

は
、
ヶ

i
y
・
ロ
エ
ブ
財
閥
が
い
る
。

五
八
年
秋
に
一

C
パ
ー
セ
ン
ト

ν
イ
ノ
J
V

ズ
の
代
表
と

B
A
社
の
会
長
ポ

1
タ
ル
、
社
長
カ
ン
ブ
リ
ッ
ツ
と
の
会
合
が
決
裂
す
る
や
、
猛
烈

レ
イ
ノ
ル
ズ
は
、

五
八
年
は
じ
め
か
ら

B
A
株
を
買
い
は
じ
め
、

集
め
た
の
五
八
年
十
一
月
、

ι
志
望
一
白
A
U
一
訟
が
起
さ
れ
、

f
ι
r
J
J
フγ

議ヘ一五、

ヘ
蔵
省

イ

ン

デ

弓

/

ぐ

誠

符

コ
ン
ゴ
ン
銀
行
団
等
と
四
ウ
斗
憶
の
資
金
が
う
ご
い
た
。

レ
イ
ノ
ル
ズ
は
、
六

C
シ
リ
ン
グ
前
後
の
株
価
の

B
A
株
を
八
二
シ
リ
ン
グ
無
制
限
買
入
れ
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既
発
行
高
九

O

O
万
株
、
大
株
主
と
し
て
貴
族
・
銀
行
・
投
資
会
社
な
ど
、
株
主
数
一
万
四
千
名
の

B
A
の
株
を
、
一
月
九
日
に
い
た
る
二
ヶ
月
間
に
八

O
バ

1
セ
ン
ト
買
入
れ
、
そ
れ
ま
で
に
買
っ
て
い
た
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
と
加
え
て
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
八
四
六
万
株
を
所
有
す
る
こ
と
に

L

よ
れ
ー
ノ
、

(
一
包
O

〉

レ
イ
ノ
ル
ズ
は

B
A
を
完
全
に
乗
っ
取
っ
た
c

「
大
企
業
は
暗
躍
す
る
」
は
こ
の
事
件
を
興
味
深
く
書
い
て
い
る
。

ハ
ー
リ
・
ミ
1

ン
ズ
は
、
巨
大
会
社
に
お
け
る
支
配
を
め
ぐ
る
戦
い
は
、
委
任
状
斗
争
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
が
、
時
と
場
合
に
よ
っ

(
8
)
 
田
口
憲
一

て
ば
、
世
一
界
的
な
大
会
社
で
す
ら
ぞ
の
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
株
、
が
買
占
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
現
実
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
所
有

と
所
布
に
よ
る
支
配
権
を
め
ぐ
る
す
さ
ま
じ
レ
戦
い
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、
パ

1
リ
・
ミ

i
v
J
ズ
流
に
経
営
者
支
配

を
と
な
え
、
そ
れ
に
組
み
す
る
論
者
は
、
何
等
か
の
魂
胆
あ
っ
て
の
こ
と
か
、

さ
も
な
げ
れ
ぽ
事
実
認
識
能
力
の
弱
き
を
み
ず
か
ら
物
語

っ
て
い
る
こ
と
が
、

は
っ
き
り
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

会
社
支
配
と
株
式
の
分
散



会
社
支
配
と
株
式
の
分
散

四

五

わ
れ
わ
れ
は
、
経
営
者
支
町
の
成
立
に
関
す
る
パ

i
リ
・
ミ

i
ン
ズ
の
所
説
の
決
定
的
な
拠
点
は
株
式
の
分
散
に
あ
り
、
株
式
の
分
散

が
ど
こ
ま
で
も
進
行
す
る
こ
と
に
ま
っ
て
所
有
者
支
配
(
少
数
持
株
支
配
)
は
経
営
者
支
配
に
転
化
す
る
と
す
る
と
こ
ろ
に
彼
等
の
理
論

の
骨
子
が
あ
る
と
と
ら
え
、
株
式
の
分
散
は
ど
こ
ま
で
も
進
行
す
る
も
の
で
は
な
く
、
所
有
者
支
配
の
限
度
に
お
い
て
停
止
せ
し
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
論
的
・
実
証
的
に
あ
き
ら
か
に
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ

I
リ
・
ミ

i
ン
ズ
の
理
論
に
た
い
す
る
批

判
H

経
営
者
支
配
成
立
の
否
定
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
経
営
者
支
配
の
問
題
は
、
パ

I
リ
・
ミ
l

ン
ズ
の
理
論
が
い
か
に
そ
れ
の
代
表

的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
と
い
ヮ
て
、
こ
れ
の
検
討
の
み
に
よ
っ
て
、
全
面
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
彼
は
経

営
者
支
配
の
問
題
を
、

た
だ
資
本
の
調
達
そ
れ
も
自
己
資
本
H
株
式
資
本
の
調
達
の
範
囲
に
お
い
て
論
じ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
Q

企

業
の
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
は
ひ
と
り
自
己
資
本
の
調
達
の
み
で
は
な
く
、
他
人
資
本
の
調
達
も
こ
れ
に
無
関
係
で
は
な
く
、
さ
ら
に
は
調

達
せ
ら
れ
た
資
太
)
の
運
用
と
も
無
縁
で
は
な
い
。
残
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
検
討
す
る
こ
と
に

L
た
い
。




